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［市の人口］
72,397人

男＝35,485人
女＝36,912人
前月比－50人

［世帯数］
26,118世帯
前月比－20世帯

平成18年１月１日現在
（人口・世帯数は
外国人登録を含む）

840人が大人の仲間入り　秩父市成人式

2

［主な内容］
● 障害者自立支援法が成立しました
● 市・県民税の申告
● のびのび子育て支援金の受付が始まります
● 中央公民館・勤労青少年ホーム　講座・クラブ受講生募集

［秩父市議会だより第３号］



❷

今までと何がかわるの？
①身体･知的･精神の障がい種別にかかわらず、共通の制度によりサービスを提供します。 
② 支援の必要の度合いに応じてサービスが利用できるよう、利用に関する手続きや基準などの支給決定
を透明化・明確化します。

③利用者負担が、原則１割の定率負担となります。
④食費や居住費が自己負担となります。

身体障がい、知的障がい、精神障がいで別々だったサービスのしくみがひとつになります。

自立支援法によるサービス

①サービス体系を、機能に注目して再編・強化します。
②支援費制度外だった精神福祉サービスも統合されます。 
③施設サービスは、平成18年10月から平成24年３月までに徐々に移行します。

市　町　村
介護給付

・居宅介護

・重度訪問介護

・行動援護

・療養介護

・生活介護

・児童デイサービス

・短期入所

・重度障害者等包括支援

・共同生活介護（ケアホーム）

・施設入所支援 

障がい者･児

訓練等給付
・自立訓練（機能訓練・生活訓練）

・就労移行支援

・就労継続支援

・共同生活援助（グループホーム） 

自立支援医療 等
・（旧）更生医療

・（旧）育成医療

・（旧）精神通院公費

補　装　具

自立支援給付

地域生活支援事業

・相談支援　 ・コミュニケーション支援、日常生活用具

・移動支援　 ・地域活動支援

・福祉ホーム 等

・広域支援　　　　・人材育成 等

埼　玉　県

支　援

※ 自立支援医療のうち

旧育成医療と、旧精

神通院公費の実施主

体は都道府県等

？？
！

新しいサービスのしくみは？？？
！

どんな障害福祉サービスになるの？？？
！

～平成18年4月から新しい制度が始まります～
障害者自立支援法が成立しました

市報ちちぶは、区・町会の皆さんのご協力で配られています。
なお、市役所総合窓口、各総合支所、各公民館、吉田生涯学習センター、文化体育センターでも配布しています。
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❸

《障害福祉サービスへの移行》

居 宅 介 護
重 度 訪 問 介 護
行 動 援 護
児 童 デ イ サ ー ビ ス
短 期 入 所
重度障害者等包括支援
療 養 介 護
生 活 介 護
ケ ア ホ ー ム
施 設 入 所 支 援

自立支援法
平成18年10月以降

介

護

給

付

自 立 訓 練
就 労 移 行 支 援
就 労 継 続 支 援
グ ル ー プ ホ ー ム

訓
練
等
給
付

居 宅 介 護

行 動 援 護

外 出 介 護

障害者デイサービス
児 童 デ イ サ ー ビ ス

短 期 入 所

グ ル ー プ ホ ー ム

居 宅 介 護
（下　記　以　外）

行 動 援 護

移 動 介 護

デ イ サ ー ビ ス

短 期 入 所

グ ル ー プ ホ ー ム

施 設 サ ー ビ ス

自立支援法
平成１８年４～９月

支援費

サービス機能
に応じて再編
します。

※ 障がい児の施設サービスは、自立支援法には移行しませんが、平成18年10月から利用者負担の見直し･利用契約制度の導入
が行われます。

支給決定にあたり、障がいの程度などを調査します。

支給決定は、どのような流れになるの？？？
！

①現在、支援費サービスを受けている方は、９月までの間は利用中のサービスをそのまま利用できます。
　（支給決定期間が平成18年９月以前で終了する場合は、更新の手続きが必要です。）
② 10月以降のサービス利用のためには、新障害程度区分に基づく新たな支給決定が必要です。（施設は、
新たな体系に移行した施設を利用する方からとなります。）

今、受けているサービスはどうなるの？？？
！

障害程度区分認定調査項目（106項目）

一次判定（市町村）
介護給付を希望する場合

二次判定（審査会）

障害程度区分の認定

訓練等給付を
希望する場合

勘案事項調査項目
　○地域生活　○就労　○日中活動　○介護者　○居住　など

サービスの利用意向の聴取

支給決定

暫定支給決定

訓練－就労評価項目⇨個別支援計画

審査会の意見聴取

《新たな支給決定手続き》

医師の
意見書

①障がい者の心
　身の状況

②社会活動や介
　護者、居住等
　の状況

③サービスの利
　用意向

④訓練・就労に
　関する評価

市報ちちぶは、資源再利用のため、古紙配合率100％再生紙を使用しています。
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❹

利用者負担はどうなるの？
平成18年４月から利用者負担が、サービス費用の原則１割負担となります。

？？
！

ここがポイント！ 次の軽減措置があります。
①月額上限額（所得に応じて４つの区分に分けられ、区分別に負担の上限額があります。）

区　　　分

一           般

低   所   得   ２

低   所   得   １

生   活   保   護

対象となる方（住民票上の家族を世帯とします）

市民税課税世帯の方など

市民税非課税世帯で、低所得１に該当しない方など

市民税非課税世帯で、本人の収入が年収80万円以下の方など

生活保護世帯の方

月額上限額

３７，２００円

２４，６００円

１５，０００円

０円

※ 住民基本台帳上、同一世帯でも、特例的に利用者およびその配偶者を別世帯として扱うことができるケースがあります。
（【世帯の特例】→税制や健康保険制度において、同一世帯の家族などの扶養となっていない場合）
※18歳未満の方がサービスを利用する場合は、保護者の所得等により認定します。
※ 介護保険サービスを併せて利用している場合や同じ世帯に障害福祉サービスを利用する方が複数いる場合は、それ
ぞれの利用者負担額の合算額が上記の上限額となります。

② 個別減免（自家用の資産以外の資産がなく、預金等が350万円以下の方などは、①の上限額がさらに
減額されます。）

　〈対象者〉➡ 市民税非課税世帯の20歳以上の施設入所者、グループホーム利用者

③補足給付（施設入所者への、食費・居住費等の軽減制度があります。）
　〈対象者〉➡ 市民税非課税世帯の20歳以上の施設入所者
　　　　　 ➡ 20歳未満の施設入所者

④ 社会福祉法人減免（在宅サービスや通所サービス利用者、20歳未満の施設入所者が、社会福祉法人か
らサービスの提供を受けた場合、負担額が減額になる場合があります。）

　〈対象者〉➡ 市民税非課税世帯で、収入および預貯金が一定額以下の世帯の方
　〈対象サービス〉➡ ホームヘルプ、デイサービス、通所施設、２０歳未満の施設入所

⑤ 通所施設等の食費負担の軽減措置（市民税非課税世帯の方が通所施設等を利用した場合、食費の負担
は食材料費のみの負担となります。）

　〈対象者〉➡ 市民税非課税世帯の方
　〈対象サービス〉➡ 通所施設、デイサービス、短期入所

⑥生保減免（①～⑤に加えて生活保護の該当とならなくなるまで、負担を軽減します。）

精神通院医療、更生医療、育成医療などの医療関係はどうなるの？
障がいの種類ごとにばらばらだった制度（精神通院医療、更生医療、育成医療）が、平成18年４月から
自立支援医療として手続きや利用者負担の仕組みが統一され、利用者負担が医療費の原則１割負担とな
ります。

？？
！

ここがポイント！ 次の軽減措置があります。
①月額上限額（所得の低い方や、継続して高額な医療の生じる方などは、負担の上限額があります。）

※①、②、④、⑥は、定率１割の利用者負担の減額制度です。
※③、⑤、⑥は、食費、居住費等の自己負担の減額制度です。
※ これらの軽減制度を受けるためには、市に申請が必要です。その際に、課税状況、収入、資産など
を確認するための資料の提出が必要です。

みんなで追放 危険な習慣・飲酒運転　飲酒運転追放の輪をみんなの手で…
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《自立支援医療の自己負担額》
一　定　所　得　以　下 中　間　的　な　所　得 一 定 所 得 以 上

生活保護世帯
市 民 税 非 課 税 世 帯 市 民 税 額 （所 得 割）

低所得1 低所得2 2万円未満 2万円以上
20万円未満 20万円以上

0円 負担上限額
2,500円

負担上限額
5,000円

医療保険の自己負担上限額 公費負担対象外

負担上限額
5,000円

負担上限額
10,000円

負担上限額
20,000円

「 重 度 か つ 継 続 」

※　　　　　は、１割負担です。
※「低所得１」とは、市民税非課税世帯であって、障がい者本人の収入が80万円以下である方が該当します。
※「低所得２」とは、「低所得１」以外の市民税非課税世帯の方が該当します。
※ 自立支援医療制度における「世帯」とは、医療保険単位で認定するため、住民票とは異なります。例えば、異なる医療保険
に加入している家族は別「世帯」になります。

②  「重度かつ継続」に該当する疾病、症状等は、統合失調症、そううつ病、てんかん、認知症等の脳機
能障害および薬物関連障害（依存症等）ならびに腎臓・小腸・免疫機能障害などがあります。

③自立支援医療の有効期限は、１年となります。
④自立支援医療機関の指定を受けた医療機関で、自立支援医療を受けることができます。
　 （現在、利用している医療機関については、引き続きご利用いただけます。）
⑤ 入院している方は、食費について医療費保険制度などに基づく標準負担額（日額780円。低所得の方
には軽減措置があります。）の支払いが必要となります。

　現在、精神障害者通院医療費公費負担制度を利用されている方または申請中の方は、平成18年３月末
までに患者票を自立支援医療の「医療受給者証」に変える手続きが必要です。
　お手持ちの患者票の有効期限の終わりによって手続方法（必要な書類）が異なりますので、詳しくは通
院している医療機関または秩父市役所社会福祉課・各総合支所健康福祉課までお問い合わせください。

精神障害者通院医療費公費負担制度から
自立支援医療制度への移行手続きが必要です！

補装具についても、何かかわるの？
平成18年10月から利用者負担がサービス費用の原則１割負担となります。（ただし、利用者負担を助成
する制度があります。）

？？
！

地域生活支援事業には、どのような事業があるの？
以下の事業等を平成18年10月から地域生活支援事業として実施します。

？？
！

《主な事業》　・相談支援事業　　・訪問入浴サービス事業　　・日常生活用具の給付または貸与
　　　　　　・移動支援事業　　・福祉ホーム事業

問い合わせ　社会福祉課　☎２２－２２１１　内線１１６７・１１６８
　　　　　　各総合支所健康福祉課
　　　　　　　吉田　☎７２－６０８２（直通）
　　　　　　　大滝　☎５５－０８６５（直通）
　　　　　　　荒川　☎５４－２１１６（直通）
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❻

冬季の省エネ編　その２

・エアコン　寝る30分前にはスイッチを切
り、後は余熱で、空気の乾燥も防げます。

・電気コタツ　敷布団や保温性のよいシート
などを敷いて、床から熱が逃げるのを防ぎ
ましょう。かけ布団の上に上掛けをかける
と、暖かさを逃がさず、５～15％の省エネ
になります。

・鍋料理　寒い夜は温かい鍋で体をホカホカ
に！その間、暖房も控えることができます。

・ お風呂　市販の「風呂保温シート」で内ぶ
たをすると、さらに湯温が下がりにくくな
ります。　　　　　　　

・ すき間　ほとんど開閉しないドアや窓は、
市販のすき間テープでふさぎましょう。冷
たい風が室内に入るのを防ぎます。

問い合わせ　環境課　☎２２―２２７９（直通）

エコ・ライフ
今月の実践！

わが家のCo2削減法
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。
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づ
く
り
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

�
�
投
書
�
�
問
�
合
�
�

　

学
校
教
育
課

　

☎
25―

５
２
２
８
（
直
通
）

投
書
箱
担
当

　

秘
書
課

　

☎
22―

２
２
０
１
（
直
通
）

　

昨
年
11
月
25
日
、
東
町
会
館
に
お
い

て
、
東
町
町
会
自
主
防
災
・
防
犯
会
議

が
開
催
さ
れ
58
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
東
町
町
会
自
主
防
災
・

防
犯
組
織
結
成
に
お
け
る
規
約
が
策
定

さ
れ
た
の
を
受
け
て
実
施
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

当
日
は
、
町
会
役
員
か
ら
東
町
自
主

防
災
・
防
犯
組
織
の
委
員
構
成
や
役
割

分
担
の
説
明
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
消
防

団
員
の
皆
さ
ん
か
ら
火
災
発
生
時
の
対

応
や
１
１
９
番
の
か
け
方
、
消
火
器
の

使
い
方
の
講
習
が
あ
り
、
終
わ
り
に
ビ

デ
オ
上
映
と
水
消
火
器
に
よ
る
実
演
講

習
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
最
初
の
活

動
体
制
で
重
要
と
な
る
の
が
自
主
防
災

組
織
で
す
。

こ
の
会
議

に
よ
っ
て
、

参
加
し
た

方
の
活
動

に
対
す
る

意
識
の
向

上
が
図
ら

れ
ま
し
た
。

担�

当　

危
機
管
理
課

　

☎
22―

２
２
０
６
（
直
通
）

東
町
町
会
が

　

自
主
防
災
・

　
　

防
犯
会
議
を

　
　

開
催
し
ま
し
た



❼

受 

賞

　

清
水
良
夫
氏（
熊
木
町
）は
、
昨
年
11

月
29
日
、
暴
力
追
放
功
労
者
と
し
て
警

察
庁
長
官
お
よ
び
全
国
暴
力
追
放
運
動

推
進
セ
ン
タ
ー
会
長
連
名
で
表
彰
さ
れ
、

暴
力
追
放
栄
誉
金
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

清
水
氏
は
、
昭
和
56
年
の
埼
玉
県
生

活
衛
生
同
業
組
合
防
犯
協
力
会
秩
父
支

部
設
立
当
時
か
ら
支
部
長
と
し
て
暴
力

排
除
活
動
に
取
り
組
み
、
現
在
は
同
会

会
長
と
し
て
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
埼
玉
県
暴
力
追
放
・
薬
物
乱

用
防
止
セ
ン
タ
ー
発
足
当
初
か
ら
暴
力

追
放
・
薬
物
乱
用
防
止
モ
ニ
タ
ー
の
委

嘱
を
受
け
、
意
見
や
要
望
等
を
積
極
的

に
報
告
す
る
な
ど
、
暴
力
追
放
活
動
に

多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

浅
見
君
雄
氏
（
相
生
町
）
は
、
昨
年

11
月
４
日
、
埼
玉
県
知
事
か
ら
衛
生
功

労
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

浅
見
氏
は
、
平
成
元
年
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
秩
父
菓
子
組
合
会
計
を
務
め
、

ま
た
平
成
13
年
か
ら
は
秩
父
保
健
所
管

内
食
品
環
境
衛
生
協
会
秩
父
支
部
会
計

を
務
め
る
な
ど
、
地
域
の
食
品
営
業
に

対
す
る
衛
生
教
育
の
リ
ー
ダ
ー
の
一
人

と
し
て
、
食
品
衛
生
向
上
に
多
大
な
功

績
を
挙
げ
ま
し
た
。

�

株
式
会
社
�
�
�
�

　

株
式
会
社
サ
ン
サ
ス
（
重
光
宣
浩
代

表
取
締
役
）（
山
田
）
は
、
昨
年
11
月

４
日
、
埼
玉
県
知
事
か
ら
優
良
施
設
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

株
式
会
社
サ
ン
サ
ス
は
、
昭
和
55
年

５
月
に
山
田
地
内
で
め
ん
類
製
造
業
を

開
業
し
て
以
来
、
施
設
改
善
を
推
進
し
、

徹
底
し
た
清
掃
に
よ
り
、
良
好
な
衛
生

管
理
の
維
持
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
衛
生
管
理
と
特
殊
な
技
術
が
、

警
察
庁
長
官
表
彰清水　良夫 氏

（熊木町）

　先日私は、バイオマス・コジェネ施設関係
の研究をしている人たちと都内で新春会談を
行いました。皆さんそれぞれの学問分野や業
界ではトップクラスの人たちで、新春にふさ
わしい夢のあるお話を伺うことができました。
　ヒラメやフグなどの魚介類を内陸部で
養殖する研究をしている人が、値段の高
いアワビの養殖をするとよいとの話をし
てくれました。餌はコンニャクとクロレ
ラだそうです。なんという偶然でしょう。
秩父はコンニャクの産地であり、クロレ
ラを長年研究している人もいます。そして、
バイオマス・コジェネ施設で生じた熱で
クロレラを養殖することも考えていました。
　アワビだけでなく、ヒラメやフグ、マグロ、
そして誰も食べたことがないというサンマ大
の養殖サケや海水だけで育てたアユを食べさ
せれば話題性もあり、秩父で新鮮な魚介類を
食べるツアーも組めるといった夢のある話に
まで発展しました。
　また、抗酸化作用があり、美容や心臓病の
予防、さらに不眠症の改善にも効果がある「ア
スタキサンチン」という魚介類の体内に蓄え
られている健康食品の話や、ランの花が必ず
咲くという生分解性プラスチックの鉢の話な
ど、普通では耳にすることができないような
話で盛り上がりました。
　いずれにしても、良質な水ときれいな空気
を供給できる秩父ならではの話であり、秩父
は夢多いところで、今後発展の可能性が大き
いことがよくわかった会談でした。
　山に囲まれた地域であっても、森と水の力
を持っているところはすごいことができるの
です。こうしたことを子どものころから勉強
する機会を与えることが、いずれ秩父を背負っ
ていく人間を育てることにつながるのだと思
います。環境に恵まれた秩父の本当の力を中
学生のうちに知ってもらうため、３月17日に
「荒川環境中学生サミット」を吉田地区の元
気村などで開催します。皆さんもどうかご参
加ください。

市
の
産
業
発
展
に
多
大
な
る
貢
献
を
し

て
い
ま
す
。

　

秩
父
警
察
署
少
年
非
行
防
止
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
会
は
、
昨
年
11
月
27
日
、

青
少
年
育
成
埼
玉
県
民
会
議
会
長
（
上

田
知
事
）か
ら
青
少
年
育
成
功
労
賞（
団

体
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成
と

非
行
防
止
を
目
的
に
毎
月
三
回
の
活
動

日
を
設
け
、
主
に
秩
父
警
察
署
管
内
の

少
年
の
た
ま
り
場
等
に
お
い
て
街
頭
補

導
を
実
施
し
、
喫
煙
等
の
不
良
行
為
少

年
に
対
し
て
積
極
的
に
声
掛
け
を
行
っ

て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
の
街
頭
補
導
活
動

等
、
少
年
非
行
防
止
へ
の
取
組
が
他
の

模
範
と
な
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
今

回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

県
知
事
表
彰

浅見　君雄 氏
（相生町）

青
少
年
育
成功労

賞
（
団
体
）



　

市
・
県
民
税
の
申
告
時
期
と
な
り
ま

し
た
が
、
申
告
の
ご
用
意
は
お
済
み
で

す
か
。

　

申
告
書
の
提
出
は
、
２
月
15
日
㈬
か

ら
３
月
15
日
㈬
ま
で
の
間
で
、
地
区
別

に
申
告
日
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。（
次

ペ
ー
ジ
の
日
程
表
の
と
お
り
で
す
。）

　

た
だ
し
、
荒
川
総
合
支
所
管
内
の
方

は
指
定
日
を
設
け
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

都
合
の
よ
い
日
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

  

締
切
日
近
く
に
な
り
ま
す
と
大
変
混

雑
し
ま
す
の
で
、
指
定
日
以
外
に
申
告

さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
年
か
ら
申
告
書
で
は
な
く
、

ご
案
内
の
ハ
ガ
キ
を
お
送
り
し
て
い
ま

す
。
申
告
の
際
は
、
ハ
ガ
キ
と
必
要
書

類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

事
前
に
申
告
書
が
必
要
な
方
は
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。（
後
日
申
告
書
を

お
送
り
し
ま
す
。）

　

ま
た
、
受
付
会
場
も
一
部
変
わ
っ
て

い
ま
す
の
で
、
次
ペ
ー
ジ
の
日
程
表
を

ご
確
認
の
う
え
、
お
間
違
え
の
な
い
よ

う
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

申
告
�
�
�
�
�
�
�
�
�
人

１ 

．
所
得
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
平

成
18
年
１
月
１
日
現
在
、
秩
父
市
に

住
所
の
あ
る
人

２ 

．
市
外
に
居
住
す
る
人
で
、
市
内
に

事
業
所
、
事
務
所
ま
た
は
家
屋
敷
を

有
す
る
人

次
�
該
当
�
�
方
�
�

申
告
�
�
必
要
�
�
�
�
�
�

１ 

．
給
与
所
得
者
で
、給
与
支
払
者（
勤

務
先
）
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
の
提

出
が
さ
れ
て
い
る
人
（
給
与
所
得
以

外
に
所
得
の
あ
る
人
は
、
申
告
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。）

２ 

．
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
を

す
る
人

申
告
�
�
�
�
�
�
所
得

　

平
成
17
年
中
（
平
成
17
年
１
月
１
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
）
の
所
得
で
す
。

申
告
�
際
�
持
参
�
�
�
�
�
�
�
�

１
．
印
鑑
（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
）

２
．
案
内
ハ
ガ
キ

３
．
所
得
計
算
に
必
要
な
資
料

　

○ 

売
上
、
仕
入
等
の
帳
簿
・
決
算
書
・

領
収
書
等

　

○ 

給
与
収
入
・
年
金
収
入
の
あ
る
人

は
、
源
泉
徴
収
票

　

○ 

不
動
産
所
得
の
あ
る
人
は
、
平
成

17
年
度
固
定
資
産
税
課
税
明
細
書

の
写
し
（
該
当
箇
所
）

４ 

．
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、
支

払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
な
ど

５ 

．
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
人
は
、

そ
の
領
収
書
等
（
国
民
年
金
、
国
民

健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
等
）

※ 

介
護
保
険
料
は
、
納
付
方
法
に
よ
り

控
除
対
象
者
が
左
表
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。

※ 
口
座
振
替
で
国
民
健
康
保
険
税
を
納

付
さ
れ
て
い
る
方
は
、
１
月
中
旬
に

郵
送
し
た
振
替
納
付
済
通
知
書
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

６ 

．
生
命
保
険
料
・
個
人
年
金
保
険
料
・

損
害
保
険
料
控
除
を
受
け
る
人
は
、

領
収
書
ま
た
は
支
払
証
明
書
な
ど

※ 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
17
年
中

�
支
払
�
�
�
�
�
�
�

７ 

．
配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け
る
人
は
、

配
偶
者
の
所
得
が
確
認
で
き
る
も
の

（
源
泉
徴
収
票
等
）

８ 

．
障
害
者
控
除
を
受
け
る
人
は
、
障

害
者
手
帳
ま
た
は
福
祉
事
務
所
長
の

証
明
書

日
曜
日
�
申
告
受
付
�
�
�
�

　

平
日
に
都
合
が
つ
か
な
い
方
の
た
め

に
、
日
程
表
に
指
定
さ
れ
て
い
る
日
曜

日
に
も
市
�
県
民
税
�
申
告
を
受
け
付

け
ま
す
。

※ 

大
滝
総
合
支
所
で
は
、
日
曜
日
の
申

告
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�  

課
税
課
市
民
税
担
当

　

☎
22―

２
２
０
９
（
直
通
）

　

☎
22―

２
２
１
１

内
線
１
２
７
１
・
１
２
７
２

各
総
合
支
所
税
務
担
当

　

吉
田
☎
77―

１
１
１
１

　

大
滝
☎
55―

０
１
０
１

　

荒
川
☎
54―

２
１
１
５
（
直
通
）

納付方法 控除対象者

65歳以上の方
（第1号被保険者）

個別納付の方 負担者

年金から天引きの方 本人のみ

40歳～64歳までの方
（第2号被保険者）

国民健康保険税に
上乗せの方

負担者

介護保険料控除対象者（納付方法による）

２
月
15
日
㈬
〜
３
月
15
日
㈬

市
・
県
民
税
の
申
告

地
区
別
に
各
会
場
で
行
い
ま
す

❽



申告受付・相談日程表
【秩父市役所】
月　日 申告受付会場 申告受付対象地区 受付時間

２月15日㈬
久那公民館 久那

午前９時～
午後４時

浦山公民館 浦山
２月16日㈭

影森公民館
宮本・巴・大沼・八幡

２月17日㈮ 旭・栄
２月20日㈪

高篠公民館
上山田・下山田

２月21日㈫ 中山田・栃谷本・
栃谷・定峰

２月22日㈬
尾田蒔公民館

中寺尾・下寺尾
２月23日㈭ 上寺尾・蒔田・田村
２月24日㈮

原谷公民館
諏訪

２月27日㈪ 宮崎・大野原
２月28日㈫ 上黒谷・下黒谷
３月１日㈬

大田公民館
太田・伊古田

３月２日㈭ 品沢・堀切・小柱

３月３日㈮

歴史文化伝承館
５階第１会議室

日野田町・野坂町・
滝の上町

３月６日㈪ 上町

３月７日㈫ 中町・本町・宮側町・
番場町・上野町・東町

３月８日㈬ 道生町・中村町・阿保町

３月９日㈭ 近戸町・桜木町・金室
町・永田町・柳田町

３月10日㈮ 熊木町・大畑町・
上宮地町

３月13日㈪ 中宮地町・下宮地町・
相生町・別所

３月14日㈫ 該当日に都合のつか
ない方３月15日㈬

【吉田総合支所】
月　日 申告受付会場 申告受付対象地区 受付時間

２月15日㈬

吉田高齢者生産活
動センター

上吉田（明ヶ平・
小川・女形）

午前９時～
午後４時

２月16日㈭ 上吉田（大波見・
小川戸・塚越）

２月17日㈮ 上吉田（中島・千鹿谷・
久形・女部田）

２月20日㈪ 上吉田（石間戸・
大棚部・宮戸）

２月21日㈫ 吉田小学校太田部
分校 吉田太田部 午前10時～正午

２月22日㈬ 吉田石間交流学習
館 吉田石間

午前９時～
午後４時

２月23日㈭

吉田総合支所

該当日に都合のつか
ない方

２月24日㈮ 吉田阿熊
２月27日㈪ 吉田久長（久長上）
２月28日㈫ 吉田久長（久長元・藤頼）
３月１日㈬ 下吉田（取方・桜井）

３月２日㈭ 下吉田（本町・上町・
仲町・新志）

３月３日㈮ 下吉田（藤沢・関小暮）

３月６日㈪ 該当日に都合のつか
ない方

３月７日㈫ 下吉田（新田原）

３月８日㈬ 下吉田（上野釜の上
赤柴・橋倉）

３月９日㈭ 下吉田（布里田中・矢畑）
３月10日㈮ 下吉田（井上）
３月13日㈪ 下吉田（椋本）
３月14日㈫ 該当日に都合のつか

ない方３月15日㈬

【大滝総合支所】
月　日 申告受付会場 申告受付対象地区 受付時間

２月15日㈬
巣場区集会所 巣場 午前９時30分～

11時30分
強石健康元気プラ
ザ 強石 午後１時30分～

３時30分

２月16日㈭

大血川健康元気プ
ラザ 大血川 午前９時30分～

11時30分

大達原区集会所 大達原 午後１時30分～
３時30分

２月17日㈮
神岡区集会所 神岡 午前９時30分～

11時30分
大輪コミュニ
ティーセンター 大輪 午後１時30分～

３時30分

２月20日㈪
落合区公会堂 落合 午前９時30分～

11時30分

三十槌区集会所 三十槌 午後１時30分～
３時30分

２月21日㈫
大久保区集会所 大久保・二瀬 午前９時30分～

11時30分

麻生公民館 麻生 午後１時30分～
３時30分

２月22日㈬
寺井区集会所 寺井 午前９時30分～

11時30分

上中尾区集会所 上中尾 午後１時30分～
３時30分

２月23日㈭
川又公会堂 川又 午前９時30分～

11時30分

栃本会館 栃本 午後１時30分～
３時30分

２月24日㈮

小双里健康元気プ
ラザ 小双里 午前９時30分～

11時30分
鶉平コミュニ
ティーセンター 鶉平 午後１時30分～

３時30分

２月27日㈪
中双里区集会所 中双里 午前９時30分～

11時30分

中津川区集会所 中津川・小倉沢 午後１時30分～
３時30分

２月28日㈫ 三峰コミュニ
ティーセンター 三峰 午前９時30分～

11時30分
３月１日㈬

～

３月15日㈬
大滝総合支所 該当日に都合のつか

ない方
午前９時～

午後４時

【荒川総合支所】
月　日 申告受付会場 申告受付対象地区 受付時間

２月15日㈬

～

３月15日㈬
荒川総合支所 荒川総合支所管内全域 午前９時～午後４時

日曜日の申告受付（平日に都合がつかない方の申告を受け付けます）
月　日 申告受付会場 申告受付対象地区 受付時間

２月19日㈰
歴史文化伝承館
５階第１会議室 秩父市役所管内の方

午前９時～
午後４時

荒川総合支所 荒川総合支所管内の方

２月26日㈰

歴史文化伝承館
５階第１会議室 秩父市役所管内の方

吉田総合支所 吉田総合支所管内の方

荒川総合支所 荒川総合支所管内の方

※ 各会場とも、上記以外の休日（土・日・祝日）

申告受付は行いません。
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平
成
17
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、

�
月
16
日
㈭
�
�
�
月
15
日
㈬
�
�
で

す
。

  
所
得
税
は
、
税
法
に
従
っ
て
ご
自
分

の
所
得
と
税
額
を
正
し
く
計
算
し
、
期

限
内
に
申
告
、
納
税
す
る
と
い
う
「
申

告
納
税
制
度
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

  

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

方
が
申
告
を
し
な
か
っ
た
り
、
誤
っ
た

申
告
を
し
ま
す
と
、
後
で
不
足
の
税
額

を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
不
足
税
額
の

15
％
ま
た
は
10
％
の
加
算
税
が
課
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
、
更
に
、
延
滞
税
も
納

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

確
定
申
告
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
場
合　

　

事
業
を
し
て
い
る
場
合
、
不
動
産
収

入
の
あ
る
場
合
お
よ
び
土
地
や
建
物
を

売
っ
た
場
合
な
ど
で
、
平
成
17
年
中
の

所
得
金
額
の
合
計
額
か
ら
所
得
控
除
等

の
合
計
額
を
差
し
引
き
、
そ
の
金
額
を

基
に
算
出
し
た
税
額
が
、
配
当
控
除
額

と
定
率
減
税
額
と
の
合
計
額
を
超
え
る

と
き

�

給
与
所
得
者
�
確
定
申
告

　

大
部
分
の
給
与
所
得
者
は
、
年
末
調

整
に
よ
っ
て
そ
の
年
の
所
得
税
の
納
税

を
完
了
し
ま
す
が
、
次
の
よ
う
な
場
合

な
ど
に
は
、
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

① 

平
成
17
年
分
の
給
与
収
入
の
合
計
が
、

２
，
０
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合

② 

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

金
額
の
合
計
額
が
、
20
万
円
を
超
え

る
場
合

③ 

２
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い

る
場
合
で
、
年
末
調
整
を
さ
れ
な
か

っ
た
給
与
の
収
入
金
額
と
給
与
所
得

や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
金
額
の
合

計
額
が
、
20
万
円
を
超
え
る
場
合

　

な
お
、
確
定
申
告
の
必
要
が
な
い
給

与
所
得
者
で
も
、
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー

ン
な
ど
で
取
得
し
た
り
、
多
額
の
医
療

費
を
支
払
っ
た
場
合
な
ど
に
は
、
確
定

申
告
を
す
る
と
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得

税
が
還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

白
色
申
告
�
方
�

�
�
�
�

収
支
内
訳
書
�
添
付
�

　

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
、
山
林
所

得
の
あ
る
方
で
、
確
定
申
告
書
を
提
出

す
る
方
は
、
そ
の
年
の
総
収
入
金
額
や

必
要
経
費
の
内
容
を
記
載
し
た
収
支
内

訳
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

申
告
書
�
記
入
�
当
�
�
�

　

申
告
書
を
自
分
で
書
く
と
き
は
、「
所

得
税
の
確
定
申
告
の
手
引
き
」
な
ど
を

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
所
得
税
の
確
定
申
告
の
手
引
き
」

の
記
載
例
に
基
づ
い
て
記
入
す
る
と
、

所
得
や
税
額
の
計
算
が
簡
単
に
で
き
ま

す
。
ご
自
分
で
記
入
し
て
、
お
早
め
に

郵
送
な
ど
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

�

申
告
書
�
作
成
�

�
�
�

便
利
�
�
�
�
�
�
�
�

　

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
所
得
税

の
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利

用
す
れ
ば
、
自
宅
で
都
合
の
い
い
時
間

に
申
告
書
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
税
務
署
で
長
時
間
待
つ
こ
と

も
な
く
、
郵
送
で
提
出
で
き
ま
す
。

国
税
庁
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

h
ttp
:/
/
w
w
w
.n
ta
.g
o
.jp

�

納
税
�
期
限
内
�

�
�
�
�

振
替
納
税
�
�
利
用
�

  

平
成
17
年
分
の
確
定
申
告
に
よ
る
所

得
税
の
納
期
限
は
３
月
15
日
㈬
で
す
。

期
限
内
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
す
で
に
振
替
納
税
を
利
用
さ

れ
て
い
る
方
は
、
指
定
さ
れ
た
預
貯
金

口
座
の
残
高
を
確
認
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。
ま
だ
利
用
さ
れ
て
な
い
方
も
、

納
税
の
手
間
が
省
け
、
大
変
便
利
で
す

の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※ 

２
月
19
日
・
26
日
の
日
曜
日
は
、
浦

和
税
務
署
に
お
い
て
電
話
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
（
☎
０
４
８―

８
３
３―

２
６
５
１
）

以
上
問
�
合
�
�　

秩
父
税
務
署

　

所
得
税
・
個
人
の
消
費
税
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
22―

４
４
３
５

　

 

土
地
、
建
物
、
株
式
等
の
譲
渡
・
贈

与
税
に
つ
い
て　

☎
22―

４
４
３
５

　

 

納
税
証
明
書
の
発
行
・
納
付
相
談
に

つ
い
て　
　
　
　

☎
22―

４
４
３
４

　

 

総
合
案
内
・
申
告
書
の
受
付
等
に
つ

い
て　
　
　
　
　

☎
22―

４
４
３
３

　

所
得
税
お
よ
び
市
県
民
税
の
申
告
を

す
る
方
で
、
社
会
保
険
料
控
除
に
秩
父

市
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
額
を
お
使

い
に
な
る
場
合
に
、
例
年
電
話
で
の
納

付
額
の
確
認
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
昨

年
４
月
に
個
人
情
報
保
護
法
が
施
行
さ

れ
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら

電
話
で
の
納
付
額
の
確
認
は
差
し
控
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

納
付
額
が
必
要
な
方
は
、
市
役
所
２

階
収
納
課
窓
口
お
よ
び
各
総
合
支
所
税

務
担
当
で
、
本
人
確
認
（
免
許
証
等
）

で
き
る
も
の
を
持
参
の
う
え
申
請
書
に

記
入
・
押
印
を
し
て
い
た
だ
き
、
納
付

額
確
認
書
を
お
取
り
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
税
を
口
座
振

替
で
納
め
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
口

座
振
替
分
の
納
付
額
確
認
書
を
郵
送
で

お
送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

収
納
課

　

☎
22―

２
２
１
０
（
直
通
）

秩父税務署
からのお知らせ

所得税の確定申告は正しくお早めに
２月16日㈭～３月15日㈬

秩
父
市
国
民
健
康
保
険
�
加
入
�
�
�
�
�
方
�

申
告
さ
れ
る
際
の
国
民
健
康
保
険
税
納
付
額
の

電
話
で
の
照
会
は
差
し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
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市
民
交
通
傷
害
保
険
は
、
年
間
３
８

０
円
の
保
険
料
（
掛
け
金
）
で
、
最
高

１
０
０
万
円
ま
で
保
障
す
る
保
険
で
す
。

ご
家
族
皆
さ
ん
で
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

�
注
意
点

　

市
内
小
・
中
学
生
は
、
秩
父
市
の
公

費
負
担
に
よ
り
加
入
し
ま
す
の
で
、
各

家
庭
で
申
込
み
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
重
複
加
入
と
な
ら
な
い
よ
う
ご

注
意
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

な
お
、
市
外
ま
た
は
私
立
の
小
・
中

学
校
へ
通
学
さ
れ
て
い
る
方
は
教
育
委

員
会
保
健
給
食
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

対
象
�
�
�
小
�
中
学
生

　

平
成
18
年
４
月
か
ら
小
学
校
に
入
学

さ
れ
る
お
子
さ
ん
は
対
象
に
な
り
ま
す
。

平
成
18
年
３
月
に
中
学
校
を
卒
業
さ
れ

る
生
徒
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
�
掛
�
金
�　

一
人
３
８
０
円

（
一
人
１
口
の
み
の
加
入
に
な
り
ま
す
。）

保
険
期
間

　

４
月
１
日
〜
平
成
19
年
３
月
31
日　

加
入
資
格　

市
内
住
民
登
録
者
ま
た
は
外

国
人
登
録
者

対
象
事
故　

車
両
（
自
動
車
・
バ
イ
ク
・
自

転
車
等
）
に
乗
っ
て
い
て
の
事
故
、
ま
た

は
歩
行
者
の
走
行
車
両
と
の
接
触
事
故

申
込
方
法　

２
月
中
旬
か
ら
３
月
中
旬
ま

で
の
間
、
各
町
会
の
役
員
が
、
各
家
庭

に
予
約
加
入
の
募
集
に
伺
い
ま
す
。
な

お
、
本
庁
市
民
生
活
課
、
各
総
合
支

所
市
民
支
援
課
お
よ
び
各
地
区
公
民
館

（
尾
田
蒔
・
原
谷
・
久
那
・
高
篠
・
大
田
・

影
森
・
浦
山
）
で
も
３
月
１
日
㈬
か
ら

随
時
受
け
付
け
ま
す
。
３
月
末
日
は
窓

口
が
混
雑
し
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

市
民
生
活
課　

　

☎
25―

５
２
０
０
（
直
通
）

　

保
健
給
食
課

　

☎
22―

２
４
４
３
（
直
通
）

年
額
３
８
０
円
で

最
高
１
０
０
万
円
の

保
障
！

市民交通
傷害保険

軽自動車　原付自転車を
　　　　　　お持ちの方へ

名義変更・廃車等の
届出はお早めに

　軽自動車税は、４月１日に軽自動車また
は原付自転車をお持ちの方が対象となりま
す。
　あなたの所有している原付自転車・軽自
動車等の登録内容に変更が生じた場合、早
急にナンバープレートの交換・住所（定置
場）変更・名義変更・廃車のいずれかの手
続きを取るようお願いします。
　また、名義人が死亡し、次の賦課期日ま
でに名義変更等の届出がない場合、世帯主
もしくは相続人へ変更されますのであらか
じめご了承ください。

＊ 車種により、取扱窓口が異なるので下記
を参照してください。

問い合わせ　課税課諸税担当
　　　　☎22－2209（直通）
　　　　☎22－2211内線1276・1277

廃車の手続き
をする場合

・車が使用不能になったとき
・車がすでにないとき　
・転出するとき　など

名義変更の手
続きをする場
合

・知人等に譲ったとき
・ 車を秩父市に残して転出し
たとき
・名義人死亡のとき　など

住所（定置場）
変更の手続き
をする場合

・  車をもって市外に転出した
とき
・住所を変更したとき　など

車　　　種 取　扱　窓　口

〇原付自転車
　（125cc以下）
〇ミニカー
〇 小型特殊自
動車

市役所課税課諸税担当
　☎22－2211
　　内線1276・1277
各総合支所総務課税務担当

二輪のバイク
（125ccを超える
もの）

関東運輸局埼玉陸運支局
熊谷自動車検査登録事務所
　☎048－532－8121

軽自動車
（四輪）

軽自動車検査協会
　埼玉事務所熊谷支所
　☎048－574－1662

　東町会では、財団法人自治総合セ
ンターが実施している平成17年度宝
くじ助成を受けて、屋台ばやしの演
奏に必要な太鼓などを購入しました。
　この事業は、地域のコミュニティ
の健全な発展を図るため、宝くじの
売上金の一部を原資として、コミュ
ニティで行われる各種の活動を支援
するためのものです。

コミュニティ助成事業
で太鼓などを
購入しました
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昨
年
12
月
８
日
、
原
谷
公
民
館
ハ
ー

モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ
花
み
ず
き
の
皆
さ
ん
が
、

原
谷
保
育
所
で
演
奏
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
は
児
童
向
け
の
曲

を
半
年
間
練
習
し
、
当
日
は
「
犬
の
お

ま
わ
り
さ
ん
」
や
「
き
ら
き
ら
星
」
な

ど
の
童
謡
や
、
ア
ニ
メ
の
主
題
歌
な
ど

を
演
奏
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、

素
敵
な
演
奏
に
小
さ
な
手
で
大
き
な
拍

手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

問
�
合
�
�　

中
央
公
民
館

　

☎
22―

０
４
２
０

原
谷
保
育
所
�

��

子
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
演
奏

�
披
露

のびのび子育て支援金の受付が始まります

▲ ▲ ▲

３月１日㈬～31日㈮ ▲ ▲ ▲

該当する方は下記により申請してください

対象となる方

　平成18年３月31日現在において、次のいずれにも該当する７歳に満たない第３子以上の
児童を養育する方です。
１　本市に引き続き１年以上住所を有する方
２　18歳に満たない３人以上の児童を養育している方　
３　市税を完納している方

支 援 金 の 額

　第３子以上の児童１人につき、次の金額が支給されます。
●０歳および満１歳（H16.４.２～H18.４.１生まれ） 年額10,000円
●満２歳および満３歳（H14.４.２～H16.４.１生まれ） 年額15,000円
●満４歳・満５歳および満６歳（H11.４.２～H14.４.１生まれ）  年額80,000円
※ ただし、年齢は平成18年３月31日現在における満年齢で、４月１日生まれの児童につい
ては３月31日に生まれたものとします。

申請受付期間

　３月１日㈬から31日㈮まで（土・日・祝日は除く）
※ ただし、支給対象児が平成18年３月１日から４月１日生まれの場合は、４月14日㈮まで
申請することができます。
※ 本庁のみ、第２･４木曜日は夜間窓口として午後７時15分まで、最終日曜日は休日窓口と
して午前８時30分から午後５時15分まで開庁しています。

申 請 方 法

①　昨年度支給を受けた方は、現況届を提出してください。
　該当者には届出用紙を２月末までに郵送します。
　届かない場合は、こども課までご連絡ください。
　※申請に必要なもの
　○現況届用紙
　○印鑑
　○ 平成17年４月２日以降に児童の出生があった方で、本市に本籍を有しない方について
は戸籍謄本１通

② 　初めて支給を受けようとする方は、申請書（こども課または各総合支所健康福祉課にあ
ります）を提出してください。
　※申請に必要なもの
　○印鑑
　○通帳（申請者本人のもので郵便局は除く）
　○本市に本籍を有しない方については戸籍謄本1通

③　昨年度支援金の該当にならなかった方は、新規と同じ申請をしてください。

◎市税の納め忘れがないかご確認のうえお越しください。

申請受付場所
問 い 合 わ せ

こども課　☎２２－２２１１　内線１１８４
各総合支所健康福祉課　吉田☎７２－６０８２（直通）
　　　　　　　　　　　大滝☎５５－０８６５（直通）
　　　　　　　　　　　荒川☎５４－２１１６（直通）

日ごろの練習の成果を

子どもたちの前で披露しました
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昨
年
12
月
10
日
、
秩
父
市
花
い
っ
ぱ

い
推
進
協
議
会
（
浅
賀
克
彦
会
長
）
の

主
催
に
よ
り
、
花
の
苗
の
植
付
け
と
配

布
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
は
、
旧
秩
父
市
の
37
町

会
に
よ
り
、「
花
に
よ
る
憩
い
と
潤
い

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
昨

年
10
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

　

好
天
に
恵
ま
れ
た
当
日
は
、
各
町

会
か
ら
の
参
加
者
が
、
軍
手
や
移
植
ご

て
を
片
手
に
パ
ン
ジ
ー
の
苗
を
プ
ラ
ン

タ
ー
へ
植
え
つ
け
る
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
苗
を
持
ち
帰
り
、
地
元
の
道

路
沿
い
な
ど
に
直
接
植
栽
す
る
町
会
も

あ
り
、
和
や
か
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

問
�
合
�
�　

環
境
課

　

☎
22―

２
２
７
９
（
直
通
）

多くの方が参加して

パンジーの植付が行われました

秩
父
市
花
�
�
�
�

推
進
協
議
会
�

�
�
�
�
�
植
付
�

行
�
�
�
�

平成17年12月分 公共工事の発注状況を公表します
市では、行政経営の透明性を高めるため、公共工事の発注状況を下表のとおり公表します。（税込・500万円以上）
（競争入札）

契約日
完成
予定日

工　　事　　名 工事場所
予定価格
(税込/円）

契約金額
(税込/円）

落札率
（％）

契約業者
工事担当課
☎

１日 ２月24日 旧太陽ビル解体工事 相生町地内 9,975,000 9,765,000 97.89 ㈱山口組 建築住宅課
２５－５２１４

１日 ３月24日 森林管理道槌打線舗装工事 三峰地内 21,945,000 21,210,000 96.65 ㈱ユーディケー 大滝総合支所産業振興課
５５－０８６２

１日 ３月24日 森林管理道栃本支線舗装工事 大滝地内 19,005,000 18,060,000 95.03 三国建設㈱ 大滝総合支所産業振興課
５５－０８６２

１日 ３月24日 森林管理道杉ノ峠線舗装工事 大滝地内 11,592,000 11,130,000 96.01 ㈱下山工務店 大滝総合支所産業振興課
５５－０８６２

８日 ２月28日 消防水利ポンプ搬入路建設工事 大滝字大輪地内 26,460,000 25,725,000 97.22 ㈱磯田建設 大滝総合支所総務課
５５－０１０１

８日 ２月28日 大達原地区広場整備工事 大滝字大達原地内 20,055,000 19,740,000 98.43 ㈱高橋組 建築住宅課
２５－５２１４

８日 ２月28日 市営宮地グラウンドフェンス設置工事 上宮地町地内 7,770,000 7,560,000 97.30 有隣興業㈱ 道路課
２５－５２１３

８日 ３月24日 公園遊具設置工事 市内公園 8,820,000 8,610,000 97.62 国進建設㈱ 都市計画課
２５－５２１７

15日 ３月10日（仮称）ふれあい交流トイレ新築工事 大滝地内 15,015,000 14,490,000 96.50 黒澤工務所 建築住宅課
２５－５２１４

15日 ３月14日 吉田幹線３号線道路維持工事 下吉田地内 7,350,000 7,140,000 97.14 ㈲ナカケン 吉田総合支所地域整備課
７２－６０８４

15日 ３月15日 吉田総合支所駐車場舗装工事 吉田総合支所内 5,775,000 5,565,000 96.36 ㈱新井建設 吉田総合支所総務課
７７－１１１３

15日 ３月17日 フルーツ街道観光トイレ新築工事 下吉田地内 8,442,000 8,184,750 96.95 ㈲マルシン建設 建築住宅課
２５－５２１４

15日 ３月24日 三峰山遊歩道整備工事 大滝字大輪地内 18,900,000 18,375,000 97.22 ㈱磯田建設 大滝総合支所地域整備課
５５－０８６１

15日 ３月24日 羊山公園トイレ新築工事 羊山公園内 16,695,000 16,485,000 98.74 ㈱黒沢工務店 建築住宅課
２５－５２１４

15日 ３月24日 荒川地区観光トイレ新築工事 荒川白久地内 13,230,000 12,915,000 97.62 ㈲町田建設 建築住宅課
２５－５２１４

15日 ３月24日 市道大滝183号線道路改築工事 三峰字猫下地内 11,550,000 11,130,000 96.36 ㈱下山工務店 大滝総合支所地域整備課
５５－０８６１

22日 ２月10日 旧上吉田小学校解体工事 旧上吉田小学校 21,525,000 21,000,000 97.56 ㈱新井建設 建築住宅課
２５－５２１４

契約日
完成
予定日

工　　事　　名 工事場所
予定価格
(税込/円）

契約金額
(税込/円）

契約率
（％）

契約業者
工事担当課
☎

１日 ３月20日 主要地方道熊谷小川秩父線配水管布設工事 定峰地内 6,825,000 6,615,000 96.92 駒井建設興業㈱ 水道部工務課
２５－５２２２

15日 ２月28日 アートフルタウン壁面整備工事 宮側町地内 9,009,000 8,715,000 96.74 ㈱秩父建設 道路課
２５－５２１３

問い合わせ　工事の内容について…工事担当課、契約関係…契約課　☎２５－５２１６（直通）

（随意契約）

13



　

当
社
製
品
の
カ
ー
ボ
ン
シ
ャ
フ
ト
は
、

「
世
界
が
認
め
る
高
性
能
シ
ャ
フ
ト
」

と
し
て
、
日
本
ば
か
り
で
な
く
世
界
の

ツ
ア
ー
プ
ロ
た
ち
の
間
で
急
速
に
評
価

を
高
め
、
現
在
で
は
日
本
の
ツ
ア
ー
プ

ロ
使
用
率
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
維
持
し
て

い
ま
す
。
そ
の
ツ
ア
ー
で
の
実
績
と
と

も
に
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の
需
要
拡
大
の

た
め
、
全
国
の
ゴ
ル
フ
シ
ョ
ッ
プ
や
ゴ

ル
フ
誌
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
試
打
会
を

積
極
的
に
開
催
し
、
一
般
ユ
ー
ザ
ー
へ

の
浸
透
も
図
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
密
着
し
た
社
会
貢
献
活
動

と
し
て
、
当
社
社
員
が
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
と
な
っ
て
地

元
中
学
生
を
対
象

と
し
た
無
料
ゴ
ル

フ
レ
ッ
ス
ン
を
継

続
的
に
行
い
、
青

少
年
の
健
全
な
育

成
と
地
域
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
に
寄
与

し
て
い
ま
す
。

 ㈱グラファイト
             デザイン

所在地　太田2474－1

従業員数　103人

代表者　山田　惠

主な製品 ゴルフ用カーボン
シャフト

URL　http://www.gd-inc.co.jp

グラファイトデザイン　テストセンター

　

当
社
は
、
昭
和
31
年
に
三
輪
精
機
株

式
会
社
か
ら
ブ
レ
ー
キ
部
門
の
専
門

メ
ー
カ
ー
と
し
て
分
離
独
立
、
昭
和
43

年
旧
吉
田
町
に
秩
父
製
造
所
と
し
て
操

業
を
開
始
、
以
来
一
貫
し
て
、
ブ
レ
ー

キ
ホ
イ
ル
シ
リ
ン
ダ
ー
、
ク
ラ
ッ
チ
マ

ス
タ
ー
シ
リ
ン
ダ
ー
等
の
生
産
に
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

創
業
者
の
西
海
敏
夫
の
体
験
か
ら
生

ま
れ
た
「
人
間
尊
重
の
精
神
」
を
企
業

経
営
の
基
盤
と
し
「
従
業
員
の
幸
福
な

く
し
て
企
業
の
繁
栄
な
し
」
と
す
る
理

念
の
も
と
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
お
よ
び

１
４
０
０
１
を
取
得
す
る
と
と
も
に
、

常
に
企
業
体
質
の
改
善
に
努
め
、
最
新

の
製
造
検
査
設
備

を
駆
使
し
、
重
要

保
安
部
品
の
専
門

メ
ー
カ
ー
と
し
て

の
責
任
を
果
た
す

べ
く
、
全
従
業
員

一
丸
と
な
っ
て
努

力
し
て
い
ま
す
。

埼玉機器㈱秩父製造所

所在地　下吉田501

従業員数　130人　

代表者　長沼　昭

主な製品　大・中型トラック・バ
ス用ブレーキホイールシリン
ダー、クラッチマスターシリ
ンダー

　
「
新
し
い
事
に
挑
戦
す
る
タ
イ
セ
ー
」

　

当
社
は
、
昭
和
39
年
に
大
精
工
機
株

式
会
社
と
し
て
創
立
し
た
秩
父
の
企
業

で
す
。
腕
時
計
部
品
を
中
心
と
し
た
精

密
加
工
部
品
を
生
産
し
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
元
年
に
社
名
を
株
式
会
社
タ
イ

セ
ー
と
改
め
、
電
子
部
品
の
開
発
・
製

造
・
販
売
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

工
場
は
、
旧
吉
田
町
と
旧
荒
川
村
に

あ
り
、
毎
年
高
卒
・
大
卒
の
採
用
と
秩

父
の
熟
練
技
術
者
の
途
中
入
社
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
新
し
い
事
に
挑
戦
し
ま
す
」
を
企

業
方
針
と
し
て
、
今
後
も
積
層
技
術
、

成
膜
技
術
な
ど

の
独
自
の
開
発

技
術
を
生
か
し
、

世
界
に
通
じ
る

製
品
開
発
を
行

い
、
地
域
に
貢

献
で
き
る
企
業

を
目
指
し
ま
す
。

㈱タイセー

所在地　下吉田6972

従業員数　375人

代表者　笠原正昭

主な製品　抵抗器、高周波部品、
精密部品

㈱タイセー社屋

　

当
社
は
、
セ
メ
ン
ト
お
よ
び
石
灰
石

製
品
の
製
造
を
事
業
の
柱
と
し
、
セ
メ

ン
ト
販
売
で
は
国
内
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
で

あ
る
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
グ
ル
ー
プ
の
一

員
と
し
て
、
首
都
圏
を
中
心
に
供
給
し

て
い
ま
す
。
近
年
で
は
セ
メ
ン
ト
製
造

設
備
の
利
点
を
活
か
し
、
産
業
廃
棄
物

を
セ
メ
ン
ト
原
料
や
燃
料
に
活
用
し
た

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
に
注
力
し
、
資
源
循

環
型
社
会
の
構
築
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
当
工
場
は
前
身
で
あ
る
秩
父

セ
メ
ン
ト
第
二
工
場
と
し
て
昭
和
31
年

に
竣
工
以
来
、
本
年
で
50
周
年
を
迎
え
ま

す
。今
後
も「
誰

か
ら
も
信
頼
さ

れ
る
誠
実
な
企

業
」
を
企
業
理

念
に
据
え
、
特

に
地
域
の
皆
様

に
理
解
と
信
頼

を
得
ら
れ
る
よ

う
一
層
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

秩父太平洋セメント㈱

所在地　大野原1800

従業員数　140人

代表者　倉田　哲

主な製品 普通セメント・セメ
ント系固化材、石灰石製品

秩父太平洋セメント㈱本社・工場

埼玉機器㈱社屋
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「
私
達
は
、
技
術
と
ス
ピ
ー
ド
で

　
　
　
　

未
来
を
築
き
ま
す
。」

　

当
社
は
、
１
９
８
５
年
設
立
以
来
ア

ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
機
器
の
設
計
・
製
造

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

我
々
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
ニ
ー
ズ

の
多
様
化
・
国
際
化
・
高
精
度
化
と
激
変

し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
変
化
お
よ

び
競
争
に
対
応
す
る
た
め
に
、
私
た
ち

は
今
ま
で
の
発
想
を
白
紙
に
戻
し
、
常

に
考
え
方
に
柔
軟
性
を
持
た
せ
る
事
を

テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
３
年
に
は
、
中
国
上
海
市
に
営

業
所
、
蘇
州
市
に
合
弁
で
工
場
を
設
立
し

中
国
へ
の
進
出
も
強
化
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン

ト
業
界
を
中
心
に

な
ん
で
も
や
る
、

な
ん
で
も
で
き
る

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

サン電子工業㈱

所在地　下吉田7796－1

従業員数　70人

代表者　朝香純男

主な製品　アミューズメント機器

サン電子工業㈱社屋

　

当
社
は
、
昭
和
38
年
10
月
に
横
浜
で

創
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
以
来
、
中
華

点
心
の
シ
ュ
ー
マ
イ
・
餃
子
を
中
心
に

生
産
販
売
に
邁
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

美
味
し
さ
と
利
便
性
の
追
求
は
生
産

工
程
と
商
品
の
流
通
に
画
期
的
な
変
革

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
当
社
の
工
場
は
全
国
に
４
工

場
あ
り
、
秩
父
工
場
は
全
体
の
40
％
を

占
め
る
メ
イ
ン
工
場
で
す
。

　

皆
様
の
周
辺
で
お
目
に
か
か
る
弊
社

の
商
品
は
秩
父
工
場
で
作
ら
れ
た
も
の

で
す
。

　

私
た
ち
は
秩
父
の
豊
か
な
自
然
環
境

を
大
切
に
し
、

こ
れ
か
ら
も
伝

統
の
味
を
守
り

続
け
る
と
と
も

に
、
豊
か
な
食

生
活
の
実
現
に

寄
与
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま

す
。

楽陽食品㈱

所在地　吉田久長206

従業員数　250人

代表者　中田　勇

主な製品　チルド・冷凍調理食
品（シューマイ・餃子・ワンタ
ン等）

楽陽食品㈱工場内

寒
さ
に
負
け
ず
に
が
ん
ば
ろ
う
！

�
�
�
�

★
秩
父
一
シ
リ
ー
ズ

★
丸
太
切
り
大
会

★
槍
投
げ
ダ
ー
ツ

　
　

み
や
の
か
わ
通
り
に
、

　
　
　
　

大
き
な
ダ
ー
ツ
出
現
！

★
特
別
福
引
き
大
会

　

市
報
の
こ
の
ペ
ー
ジ
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
第
２
２
０
回
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル

の
福
引
き
大
会
に
参
加
で
き
ま
す
。

��

�　

２
月
18
日
㈯
午
後
７
時
〜

�
�
�　

き
の
じ
や
向
い　

福
引
会
場

※
お
１
人
様
１
回
限
り

※
先
着
１
，
０
０
０
名
様
限
り

青
少
年
非
行
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
！

花
い
っ
ぱ
い
運
動
実
施
中
！

　

ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
最
新
情
報
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

http://w
w
w
.bazarland.co.jp/710/

予
告　

散
策
サ
イ
ン

開
運
案
内
板
「
ど
こ
い
く
べ
ぇ
」

　

第
２
回
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　

表
彰
式
・
展
示
会

　

３
月
の
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
に
て
表
彰

式
・
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
ご
出
品
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ど
ん
ど
ん
う
ま
く
い
く
！

販
売
促
進
セ
ミ
ナ
ー

 

「
価
値
負
け
し
な
い  

店
・
人
づ
く
り
」

　

 

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
民
放
も
取
材
中
」
集
客

＆
売
上
増
に
つ
な
げ
て
い
る
事
例
を
、

分
り
易
い
言
葉
で
ゆ
っ
く
り
解
説
！

　

年
商
１
千
万
〜
１
億
円
の
小
規
模
事

業
所
の
業
績
ア
ッ
プ
事
例
中
心
で
す
。

　

人
と
お
店
の
強
み
を
最
大
限
に
活
か

す
手
法
を
本
セ
ミ
ナ
ー
で
お
教
え
し
ま

す
。

��

�　

２
月
24
日
㈮

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

�
�
�　

秩
父
神
社　

参
集
殿

講�

師　

髙
橋
幸
司
先
生

　
　
　
　
（
中
小
企
業
診
断
士
）

申
込
�
�
問
�
合
�
�

　

詳
し
く
は
秩
父
商
工
会
議
所

（
☎
22―

４
４
１
１
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�

済
あ
そ
び
に
お
い
で
よ

第
２
２
０
回

　

み
や
の
か
わ

ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル

２
月
18
日
㈯
午
後
７
時
�
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有
料
指
定
�
�
袋
制
度
�
�
�

　

秩
父
市
で
は
、
平
成
８
年
７
月
か
ら

広
域
市
町
村
圏
組
合
に
よ
る
�
有
料
指

定
�
�
袋
制
度
�
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

『
有
料
指
定
ご
み
袋
制
度
』
は
、
指
定

ご
み
袋
に
よ
り
ご
み
処
理
手
数
料
を
負

担
し
て
い
た
だ
き
、
ご
み
を
多
く
出
す

人
に
は
よ
り
多
く
の
負
担
を
し
て
い
た

だ
く
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
で
は
、「
燃
え
る
ご
み
」

と
「
燃
え
な
い
ご
み
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ

広
域
市
町
村
圏
組
合
指
定
の
ご
み
袋
に

入
れ
て
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
袋
以
外
で
出
さ
れ
た
も
の
は
収
集

し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
資
源
ご
み
（
紙
類
・
布
類
・
カ
ン
・

ビ
ン
）
に
つ
い
て
は
無
料
で
収
集
し
て

い
ま
す
。

　

資
源
と
し
て
再
利
用
で
き
る
紙
ご
み

や
カ
ン
・
ビ
ン
な
ど
は
、
資
源
ご
み
収

集
や
育
成
会
の
集
団
回
収
に
出
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
ご
み
の
減
量
化
・
資

源
化
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

有
料
指
定
�
�
袋
制
度
�
目
的
�
効
果

①
�
�
�
増
量
�
�
対
応

　

市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
ご
み

に
対
す
る
関
心
、
特
に
、
ご
み
を
処
理

す
る
の
に
は
お
金
が
か
か
る
と
い
う
意

識
を
も
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

② 

�
�
�
発
生
抑
制
�
排
出
抑
制
�
資

源
化
�
減
量
化
�
推
進
�

　

資
源
と
し
て
再
利
用
で
き
る
紙
ご

み
や
カ
ン
・
ビ
ン
を
分
別
し
、
資
源
ご

み
（
無
料
収
集
）
と
し
て
出
す
こ
と
で
、

ご
み
の
減
量
と
資
源
化
が
進
み
ま
し
た
。

③
受
益
者
負
担
�
公
平

　

制
度
導
入
以
前
は
ご
み
を
出
す
量
に

関
係
な
く
、
市
民
一
人
あ
た
り
の
負
担

は
同
じ
で
し
た
。

④ 

収
集
作
業
�
効
率
化
�
�
�
安
全
性

�
向
上

　

袋
の
規
格
（
大
き
さ
）
を
統
一
し
た

こ
と
に
よ
り
収
集
効
率
が
向
上
す
る
と

と
も
に
、
半
透
明
袋
の
導
入
に
よ
り
内

容
物
が
確
認
し
や
す
く
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
収
集
時
の
事
故
が
減
少
し
ま
し
た
。

⑤
�
�
�
�
�
�
�
�
�
美
化

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
や
清
掃

は
、
周
辺
の
皆
さ
ん
が
自
主
的
に
行
っ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

平
成
16
年
度
の

可
燃
ご
み
と
不
燃

ご
み
の
収
集
量
は
、

制
度
導
入
前
の
平

成
７
年
度
に
比
べ

約
２
割
減
っ
て
い

ま
す
（
上
表
①
）。

ま
た
資
源
ご
み
は
、

平
成
７
年
度
に
比

べ
約
３
倍
の
収
集

量
と
な
っ
て
い
ま

す
（
上
表
②
）。

　
�
有
料
指
定
�
�
袋
制
度
�
を
導
入

し
た
こ
と
に
よ
り
、
ご
み
の
減
量
化
と

資
源
化
、
ご
み
処
理
経
費
の
負
担
の
公

平
化
な
ど
大
き
な
成
果
が
上
が
っ
て
い

ま
す
。

　

制
度
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、
今

後
も
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
�
合
�
�

　

市
役
所
生
活
衛
生
課

　

☎
25―

５
２
０
２
（
直
通
）

　

秩
父
広
域
市
町
村
圏
組
合
業
務
課

　

☎
23―

２
４
８
９

平成７年度 平成16年度
① 可燃ごみおよ
び不燃ごみ　

25,000t 20,041t

②資源ごみ 1,901t 5,553t

有料指定ごみ袋

�
�
�
�
�
�
�
�
�
主
�
秩
父
市
内
�
農
業
情
報
�
�

今
後
�
知
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

秩
父
地
方
の
早
春
を
告
げ
る
い
ち
ご

狩
り
が
、
１
月
上
旬
か
ら
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
本
市
で
は
、
旧
秩
父

市
内
を
は
じ
め
、
吉
田
・
荒
川
地
区
で

栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
は
寒
さ
が
一
段
と
厳
し
い
た
め
、

実
の
し
ま
っ
た
甘
い
い
ち
ご
が
味
わ
え

ま
す
。
い
ち
ご
が
な
っ
て
い
る
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
の
中
は
、
春
を
思
わ
せ
る
ポ

カ
ポ
カ
陽
気
で
す
。
家
族
連
れ
な
ど
で

体
験
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

な
お
、
い
ち
ご
狩
り
が
で
き
る
期
間

は
、
６
月
中
旬
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
�
合
�
�

　

市
役
所
農
業
振
興
課

　

☎
25―

５
２
１
０
（
直
通
）

　

秩
父
観
光
農
林
業
協
会

　

☎
23―

３
５
５
７

有
料
指
定
ご
み
袋
制
度
へ
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

ポカポカのビニールハウスの中で
いちご狩りを楽しみませんか？
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査
で
、
次
の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。

①
設
置
状
況
検
査

　

浄
化
槽
を
使
い
始
め
て
３
か
月
を
経

過
し
た
後
に
、
施
工
と
機
能
の
検
査
を

行
い
ま
す
。

②
維
持
管
理
検
査

　

年
１
回
、
浄
化
槽
の
機
能
と
、
維
持

管
理
が
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
を
検
査

し
ま
す
。

　

検
査
結
果
は
、
県
の
環
境
管
理
事
務

所
に
報
告
さ
れ
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の

浄
化
槽
の
保
守
点
検
を
行
っ
て
い
る
業

者
お
よ
び
浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
市

民
の
皆
さ
ん
へ
、
適
正
な
維
持
管
理
を

行
う
た
め
の
助
言
・
指
導
が
行
わ
れ
ま
す
。

検
査
手
数
料

①
設
置
状
況
検
査

10
人
槽
以
下　
　

１
３
，
０
０
０
円

11
人
〜
20
人
槽　

１
４
，
０
０
０
円

②
維
持
管
理
検
査

10
人
槽
以
下　
　
　

５
，
０
０
０
円

11
人
〜
20
人
槽　
　

７
，
０
０
０
円

問
�
合
�
�

　

埼
玉
県
秩
父
環
境
管
理
事
務
所

　

☎
23―

１
５
１
１

　

社
団
法
人
埼
玉
県
浄
化
槽
協
会

　

☎
０
４
８―

５
５
３―

４
７
０
０

　

市
役
所
生
活
衛
生
課

　

☎
25―

５
２
０
２
（
直
通
）

　

浄
化
槽
は
、
保
守
点
検
・
清
掃
・
法

定
検
査
と
い
う
維
持
管
理
が
適
正
に
行

わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の
生

活
か
ら
排
出
さ
れ
た
汚
水
を
浄
化
し
て

き
れ
い
な
水
を
川
に
流
す
こ
と
の
で
き

る
装
置
で
す
。
浄
化
槽
法
で
は
、
定
期

的
な
保
守
点
検
・
清
掃
の
ほ
か
に
、
こ

れ
ら
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
検

査
す
る
「
法
定
検
査
」
を
受
け
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

浄
化
槽
法
�
改
正
�
�
�
�
�

　

平
成
17
年
５
月
に
浄
化
槽
法
が
改
正

さ
れ
、
法
定
検
査
を
受
け
て
い
な
い
場

合
の
都
道
府
県
の
指
導
監
督
に
関
す
る

規
定
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

① 

法
定
検
査
を
受
け
て
い
な
い
方
へ
、

指
導
・
助
言
、
勧
告
、
改
善
命
令
が

で
き
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

② 

改
善
命
令
に
従
わ
な
い
場
合
の
罰
則

（
30
万
円
以
下
の
過
料
）
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

法
定
検
査

�
内
容

　

保
守
点

検
業
者
と

は
別
に
、

県
知
事
の

指
定
し
た

検
査
機
関

が
行
う
検

法定検査は浄化槽の健康診断です

浄
化
槽
を
お
使
い
の
皆
さ
ん
へ

法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　次の方々から、社会福祉のために寄附をいただ
きました。温かな善意に感謝し、ご紹介します。

（平成17年12月）

▼5日、匿名の団体から1,891円 ▼6日、関根
医院(関根久幸院長)から1万円 ▼13日、秩父明
るい社会づくりの会(井上久会長)から10万円

ご寄附ありがとうございました

平日夜間窓口 日曜日窓口 休日窓口

２月23日
３月９日 ２月26日 ２月26日を除く土・日・祝

17時15分
～19時15分

（※）８時30分
～17時15分

（※）８時30分～
17時15分

市民課、保険年金課、
こども課、収納課

総合窓口
（市役所1階正面玄関左）

①戸籍の届書の預かり
② 戸籍、住民票の写し、印鑑登録・
証明、所得課税証明など税証明
の発行
③転入、転出届等の事務
④納税と納税相談の受付

……などの業務

①戸籍の届書の預かり
② 住民票の写し、印鑑
証明や所得課税証明
など税証明の発行
③市への納入金預かり
④死亡届に関する業務
※ 上記の業務以外は行
いません。

舎庁本の月2 3・
日 月 火 水 木 金 土

2/10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 3/1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18

※ 日曜日窓口・休日窓口の正午～午後２時は、大変混雑します。

手続きに時間がかかる場合がありますので、あらかじめご了

承ください。なお、他の時間帯は、円滑に発行・対応できま

すので、ご協力をお願いします。
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講座･クラブ受講生募集
中央公民館・勤労青少年ホーム

平成18年度

申込
受付
申込
受付

と　き　３月16日㈭      

　　　　午前に活動する講座・クラブ　午前10時～11時30分

　　　　午後に活動する講座・クラブ　午後２時～３時30分

　　　　夜間に活動する講座・クラブ　午後６時30分～８時

ところ　歴史文化伝承館２階ホール 

注意事項

① 受付は先着順で、定員になり次第締め切ります（市内在住者優先）。３月16日の申込みは、
指定時間帯に、原則として本人が行ってください（３月16日は電話申込み不可）。
② 申込みの際は、筆記用具と「参加費・会費」（記載の金額）をお持ちください。「参加費・
会費」は、講師謝礼（主催講座は除く）、クラブ運営費等に充当します。
③ 受付の際、講座・クラブごとの「第１回集合日一覧表」をお渡しします。各講座・各ク
ラブにより年間実施回数は異なり、申込人員が少ない場合は開講しないことがあります。
※ 当日は混雑が予想されます。駐車スペースが少ないため、ご来館の際は公共交通機関を
ご利用いただくなど、ご協力をお願いします。

＊３月17日以降は、歴史文化伝承館１階事務室へお申し込みください。
問い合わせ　歴史文化伝承館　☎２２－０４２０

主催講座

青少年学習部（40歳以下の勤労青少年優先講座です。）
№ 講　座　名 実施曜日 活動時間 定員 参　　加　　費 備　考
1 青年茶道教室 毎週月曜日 18:30～20:30 20人 3,000円（材料費別） 表千家
2 青年陶芸教室 毎週火曜日 18:30～20:30 24人 1,500円（材料費等別） 初心者歓迎
3 軽音楽教室 毎週水曜日 18:30～20:30 20人 3,000円 初心者歓迎
4 クッキング（水） 第2・4水曜日 18:30～20:30 20人 2,000円（材料費別） ４月から１２月
5 青年生花教室 毎週金曜日 18:30～20:30 20人 3,000円（材料費別） 龍生派４月から１２月

高齢者学習部（対象は、60歳以上の市民です。）
№ 講　座　名 実施曜日 活動時間 定員 参　　加　　費 備　考
1 寿学園教養教室 第1・2・3火曜日 13:30～15:30 40人 2,000円 全20回
2 寿健康教室 毎週金曜日 10:00～12:00 100人 3,000円

成人学習部 (対象は、一般市民です。)
№ 講　座　名 実施曜日 活動時間 定員 参　　加　　費 備　考
1 料理教室 第２・４木曜日 18:30～20:30 20人 2,000円（材料費別）
2 郷土学習教室 木曜日 18:30～20:30 35人 2,000円 全20回

講座･クラブ受講生募集
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女性学習部 (対象は、女性の市民です。)
№ クラブ名 実施曜日 活動時間 定員 会　　費 備　考
1 女声コーラスクラブ 毎週月曜日 10:00～12:00 50人 半年7,000円 初心者歓迎

2 七宝焼きクラブ 第2・4月曜日 Ａ10:00～12:00
Ｂ13:30～15:30 各20人 半年6,000円（材料費別）

3 洋裁クラブ 毎週月曜日 13:30～15:30 25人 月　2,000円 着物リフォーム含
4 女性ペン字クラブ 毎週火曜日 9:30～11:30 40人 半年4,000円
5 手芸クラブ 毎週火曜日 10:00～12:00 30人 半年6,000円（材料費別）
6 女性ゴルフクラブ 毎週火曜日 10:00～12:00 40人 月　4,000円 初心者歓迎
7 料理クラブ 第2・4水曜日 10:00～12:00 30人 半年10,000円（材料費含）
8 女性卓球クラブ 毎週水曜日 10:00～12:00 35人 半年6,000円
9 女性民踊クラブ 毎週木曜日 10:00～12:00 60人 月　1,000円 初心者歓迎

10 パッチワーククラブ 第2・4木曜日 Ａ10:00～12:00
Ｂ13:00～15:00 各25人 月　1,500円（材料費別） 初心者歓迎

11 日本舞踊クラブ 毎週金曜日 13:30～15:30 40人 月　2,000円 初心者歓迎
12 エアロビクスクラブ 毎週金曜日 19:00～20:30 70人 半年6,000円

高齢者学習部 (募集は６０歳以上の方を優先します。)
№ クラブ名 実施曜日 活動時間 定員 会　　費 備　考
1 わかば民踊クラブ 毎週水曜日 13:00～15:00 80人 半年4,000円 初心者歓迎
2 寿卓球クラブ 毎週月・木曜日 13:00～17:00 55人 年　3,000円
3 寿書道クラブ 第2・4木曜日 13:30～15:30 40人 半年4,000円 初心者歓迎

成人学習部 (対象は、一般市民です。)
№ クラブ名 実施曜日 活動時間 定員 会　　費 備　考
1 絵画クラブ 毎週月曜日 ９:00～12:00 40人 半年6,000円（材料費別） 旧寿絵画クラブ
2 三味線クラブ 毎週月曜日 13:30～15:30 25人 月　2,000円
3 謡曲クラブ 毎週火曜日 ９:45～11:45 20人 月　2,000円 初心者歓迎

4 ヨガクラブ（昼） 毎週火曜日 Ａ10:00～11:30
Ｂ13:30～15:00

60人
85人 半年5,000円

5 ヨガクラブ（夜） 毎週水曜日 19:00～20:30 65人 半年5,000円
6 植物を描く会 毎週水曜日 10:00～12:00 40人 半年5,000円 初心者歓迎

7 茶道クラブ 第1・2・3水曜日 Ａ10:00～12:00
Ｂ13:00～15:00 各15人 月　3,000円 大日本茶道学会

8 書道クラブ（昼） 第2・4水曜日 13:30～15:30 40人 半年5,000円（材料費含） 初心者歓迎
9 民謡クラブ 第1・3水曜日 13:30～15:30 20人 月　2,000円 初心者歓迎
10 水墨・日本画クラブ 毎週水曜日 18:30～20:30 40人 半年6,000円（材料費別） 初心者歓迎

11 文学クラブ（夜） 第2・4水曜日 19:00～20:30 30人 年　7,000円（テキスト代含） 古本説話集他文学散歩を予定
12 文学クラブ（昼） 第1・3木曜日 13:30～15:00 60人 年　3,000円 和泉式部日記
13 太極拳クラブ 毎週木曜日 18:45～20:45 70人 年　7,000円
14 ペン字クラブ（夜） 第1・3木曜日 19:00～20:50 30人 半年7,000円
15 金曜ヨガクラブ 毎週金曜日 10:00～11:30 60人 半年5,000円 旧初心者ヨガ教室
16 金曜絵手紙クラブ 第1・3金曜日 10:00～12:00 40人 3か月3,000円（材料費等別）初心者歓迎
17 細筆クラブ 第1・2・3金曜日 13:30～15:30 50人 月　1,000円 初心者歓迎
18 英会話クラブ（昼） 毎週金曜日 13:30～15:30 40人 半年6,000円（教材費別）
19 英会話クラブ（夜） 毎週金曜日 18:30～20:30 40人 半年6,000円（教材費別）
20 書道クラブ（夜） 金曜日（一月3回） 18:30～20:30 30人 半年6,000円（教材費別） 初心者歓迎
21 てん刻クラブ 第2・4金曜日 18:30～20:30 20人 半年6,000円（材料費等別）初心者歓迎
22 卓球クラブ 毎週金曜日 19:00～20:30 35人 年　2,000円 初心者歓迎
23 油彩クラブ 土曜日（一月3回） ９:00～12:00 30人 月　2,000円（材料費等別）初心者歓迎
24 山野草クラブ 原則第3土曜日 ９:30～13:00 50人 年　5,000円
25 陶芸クラブ（昼） 第1・3土曜日 13:30～15:30 24人 月　3,000円（材料費含） 初心者歓迎
26 絵手紙クラブ 第1・3土曜日 14:00～16:00 35人 3か月3,000円（材料費等別）初心者歓迎
27 陶芸クラブ（夜） 第1・3土曜日 18:30～20:30 24人 月　3,000円（材料費含） 初心者歓迎

クラブ学習

　史跡を訪ねる会、自然を訪ねる会、ダンス、パッチワークキルト、絵画、登山など、主に公民館の講座やクラブが発展し、
自主的に継続して活動している多くのサークルがあります。加入等のご希望の方は、中央公民館へご相談ください。

サークル活動
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市民文芸

お姉ちゃん
かわいく撮ってネ！

「プンプン 」って、
ママに怒られちゃった

（桜木町） （上吉田）

　

１
〜
１
歳
半
程
度
の
お
子
さ
ん
の
写
真
を
同
封
し
、
住
所
・

両
親
と
お
子
さ
ん
の
名
前
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
と
コ
メ
ン

ト
を
明
記
の
う
え
、
市
役
所
企
画
広
報
課
（
熊
木
町
８―

15
）

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

抽
選
に
漏
れ
た
方
も
、
２
歳
に
な
る
月
ま
で
は
、
翌
月
の
抽

選
に
繰
り
入
れ
、
再
抽
選
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
「
市
報
ち
ち

ぶ
」
に
も
同
様
に
掲
載
し
ま
す
。

応
募
方
法

荒船　羽
は

流
る

 くん 新井　李
も

佳
か

 ちゃん

絵
手
紙
の
モ
デ
ル
務
め
し
大
柚
子
は
今
ス
ト
ー
ブ
で
ジ
ャ
ム
に
な
り
ゆ
く

山　

田　

髙
橋　

洋
子

笛
吹
き
の
里
に
朝
陽
の
さ
し
込
み
て
炭
焼
き
け
む
り
白
く
か
が
や
く

下
影
森　

佐
藤
日
出
夫

格
子
戸
に
光
ひ
と
す
じ
射
し
込
み
て
白
壁
に
映
る
淡
き
ぬ
く
も
り

大
野
原　

清
水
千
恵
子

山
茶
花
の
花
び
ら
赤
く
散
り
積
り
寺
庭
の
隅
深
く
静
も
る

上
影
森　

塚
田　

和
代

文
字
薄
れ
し
軍
事
郵
便
捨
て
が
た
し
若
き
日
の
夢
か
す
か
残
り
て

阿
保
町　

友
田
ミ
サ
ヲ

幼
き
日
よ
く
遊
び
た
る
糀
屋
の
変
ら
ず
に
あ
る
峡
の
裏
町

中　

町　

内
田　

定
男

政
治
に
は
疎
く
力
も
無
き
わ
れ
は
只
戦
な
き
世
界
が
ほ
し
い

山　

田　

町
田
ヨ
ウ
子

平
均
寿
命
と
う
に
過
ぎ
た
る
老
い
吾
の
こ
れ
か
ら
先
の
計
画
立
た
ず

上
吉
田　

若
林　

金
一

色
深
き
寒
椿
の
花
に
触
れ
し
朝
心
晴
れ
晴
れ
一
日
始
ま
る

吉
田
石
間　

磯
田　

綾
子

這
入
り
来
し
行
商
の
女
は
立
て
板
に
水
と
商
品
の
効
能
述
べ
る

上
吉
田　
勅
使
河
原
好
子

�
評
�い
つ
も
の
こ
と
で
す
が
、良
い
と
こ
ろ
を
見
て
詠
ん
で
い
な
が
ら
、整
っ
て
い
な
い
句
が
多
く
見
ら
れ
残
念
な
こ
と
で
す
。

今
月
も
５
句
目
以
降
は
、
一
部
手
直
し
を
し
て
採
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
季
重
な
り
（
季
語
の
重
複
）
や
、
無
季
の
句
も
結

構
目
に
つ
き
ま
す
。
さ
て
市
俳
連
で
は
「
梅
ま
つ
り
」
の
句
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
梅
ま
た
は
春
の
句
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

（
問
い
合
わ
せ
☎
23―

０
２
４
１
新
井
方
）。
節
分
も
過
ぎ
ま
し
た
が
、
寒
さ
は
続
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

氷
塊
の
散
ら
ば
っ
て
ゐ
る
勝
手
口

日
野
田
町　

引
間
ま
さ
子

ポ
ケ
ッ
ト
に
握
る
こ
ぶ
し
や
寒
の
月

下
影
森　

江
田　

清
二

枝
打
の
す
み
て
冬
木
と
な
る
﨔

上　

町　

設
楽
ひ
ろ
子

前
向
き
に
生
き
る
と
決
め
て
初
参
り

黒　

谷　

中
村　

美
代

鉢
植
の
た
し
か
な
息
吹
き
今
朝
の
春

日
野
田
町　

加
藤
し
げ
子

寒

空

を

刺

し

て

凜

た

り

大

﨔

永
田
町　

栗
原　

昌
次

鎌
上
げ
し
ま
ま
の
形
に
枯
蟷と

う

螂ろ
う

上
宮
地
町　

野
﨑　

麻
衣

風
の
中
背せ

な

を
丸
め
て
大
根
ぬ
く

上
吉
田　

黒
沢　

志
の

幾

万

の

瞳

引

き

つ

け

冬

花

火

番
場
町　

江
原　

伸
治

写
生
児
の
エ
プ
ロ
ン
を
染
め
も
み
じ
降
る

山　

田　

町
田
ヨ
ウ
子

�
評
�
髙
橋
さ
ん
、
最
後
は
ジ
ャ
ム
に
な
っ
た
柚
子
を
愛
情
も
っ
て
詠
ま
れ
佳
作
。
佐
藤
さ
ん
、
山
間
の
情
景
が
美
し
く
表

現
さ
れ
て
い
ま
す
。
清
水
さ
ん
、
一
条
の
光
に
温
も
り
を
感
じ
る
心
大
切
に
。
塚
田
さ
ん
、
山
茶
花
の
赤
と
寺
の
静
け
さ
を

き
れ
い
に
ま
と
め
ま
し
た
。
友
田
さ
ん
、「
軍
事
郵
便
」
使
わ
れ
る
こ
と
の
な
く
な
っ
た
言
葉
も
、
作
者
の
心
の
う
ち
に
は

生
き
つ
づ
け
大
切
に
さ
れ
て
い
る
の
が
解
り
ま
す
。
若
林
さ
ん
、
計
画
の
中
に
短
歌
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
中
学
生
、
高
校

生
の
作
品
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

今月の応募作品
短歌　  69首
俳句　  90句

※短歌、俳句の応募は毎月末までに、市内熊木町８－15、秩父市役所企画広報課へ、　必ず官
製はがきでお送りください。（２月末締切り分→４月号に掲載）

　１通に２首または２句までで、１人１通のみとします。
　投稿の際、住所、氏名は、作品の左側に書いてください。

　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。

短　
　
　

歌 

新
井　

悦
子　

選　

俳　
　
　

句 

大
野
ひ
ろ
志　

選　

20



【
問
い
合
わ
せ
】

秩
父
図
書
館

　

秩
父
市
上
町
３―

６―

27

　

☎
22―
０
９
４
３

荒
川
図
書
館

　

秩
父
市
荒
川
日
野
66―

２

　

☎
54―

１
０
３
４

秩
父
図
書
館
吉
田
分
館

　

秩
父
市
下
吉
田
６
５
６
９―

１

　

☎
77―

１
１
０
０

秩
父
図
書
館
大
滝
分
館

　

秩
父
市
大
滝
９
４
５

　

☎
55―

０
０
３
３

�
�
月
10
日
�
�
月
31
日
�
休
館
日

開
館
時
間

〈
秩
父
図
書
館
〉

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

〈
荒
川
図
書
館
〉

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〈
秩
父
図
書
館
吉
田
分
館
〉

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〈
秩
父
図
書
館
大
滝
分
館
〉

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

3月 2月

演�

題　
「
自
分
ら
し
く
生
き
る
」

��

�　

２
月
19
日
㈰

　
　
　
　

午
後
２
時
か
ら

�
�
�　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

申
込
�　

当
日
の
入
場
に
は
整
理
券
が

必
要
で
す
。
整
理
券
は
図
書
館
で
お
配

り
す
る
ほ
か
、
往
復
は
が
き
で
も
受
け

付
け
ま
す
。
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
左
記

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
は
が
き
一
枚

に
付
き
一
人
の
お
申
し
込
み
で
す
。（
返

信
は
が
き
の
あ
て
先
は
必
ず
ご
記
入
く

だ
さ
い
。）

　

〒
３
６
８―

０
０
３
５

　

秩
父
市
上
町
３―

６―

27

　

秩
父
図
書
館
文
芸
講
演
会
係

　

☎
22―

０
９
４
３

受�

付　

現
在
受
付
中

※ 

荒
川
図
書
館
・
吉
田
・
大
滝
分
館
の

各
館
に
も
整
理
券
を
用
意
し
て
い
ま

す
。

※ 

当
日
、
秩
父
図
書
館
は
午
後
１
時
で

閉
館
し
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
会
（
入
場
は
無
料
で
す
）

　

２
月
11
・
25
日
、
３
月
11
・
25
日
の

土
曜
日
、
午
後
３
時
か
ら
（
約
40
分
）

　

４
歳
以
上
の
幼
児
、
低
学
年
児
童
向

け
の
昔
話
や
童
話
等
を
お
話
し
ま
す
。

　

参
加
希
望
者
は
、
１
階
カ
ウ
ン
タ
ー

横
に
お
並
び
く
だ
さ
い
。

�
第
�
�
�
回
�
名
作
映
画
鑑
賞
会

題�

名 『
次
郎
物
語
』

 （
１
９
８
７
年
、
日
本
、
１
１
５
分
）

�
催
�
物
�
�
知
�
�

�
秩
父
図
書
館
�

�
合
併�

秩
父
市
誕
生
記
念

�

文
芸
講
演
会

　

今
年
の
文
芸
講
演
会
は
、
海
原
純
子

さ
ん
を
お
招
き
し
ま
す
。

　

海
原
さ
ん
は
、
昭
和
51
年
に
東
京
慈

恵
会
医
科
大
学
を
卒
業
さ
れ
、
医
学
博

士
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
と
し
て
ご
活
躍
中

で
す
。

　

医
療
の
か
た
わ
ら
、単
行
本
や
新
聞
・

雑
誌
な
ど
に
発
表
さ
れ
た
エ
ッ
セ
イ
は

大
好
評
で
、
分
野
に
拘
ら
な
い
幅
広
い

活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

原�

作　

下
村
湖
人

監�

督　
「
若
者
た
ち
」
の
森
川
時
久

音�

楽　

さ
だ
ま
さ
し

出�

演　

加
藤
剛
、高
橋
（
関
根
）
恵
子
、

泉
ピ
ン
子
、
山
岡
久
乃
、
井
川
比
佐
志
、

永
島
敏
行
、
高
松
英
郎
、
芦
田
伸
介

内�

容　

次
郎
は
、
母
（
高
橋
恵
子
）

の
体
が
弱
か
っ
た
た
め
、
生
ま
れ
る
と

す
ぐ
に
乳
母
（
泉
ピ
ン
子
）
の
家
に
預

け
ら
れ
る
。
や
が
て
母
も
元
気
に
な
り

次
郎
を
実
家
に
引
き
と
ろ
う
と
し
た
が

乳
母
に
な
つ
い
た
次
郎
は
…
…
。

◎
現
代
が
忘
れ
た
愛
と
感
動
の
名
作
。

◎
文
化
庁
優
秀
映
画
作
品
賞
受
賞
！

◎
２
月
23
日
㈭
午
後
１
時
30
分
か
ら

◎
会
場　

秩
父
図
書
館
２
階

◎
入
場
は
、
無
料
で
す
。

�
荒
川
図
書
館
�

�
�
�
�
�
�
�
�

　

２
月
14
日
、
３
月
14
日
の
火
曜
日
、

午
前
11
時
か
ら
（
約
30
分
）

　

幼
稚
園
や
保
育
園
に
入
る
前
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
の
方
を
対
象
と
し
た
や

さ
し
い
お
は
な
し
の
時
間
で
す
。

�
�
�
�
�
会

　

２
月
25
日
、
３
月
18
日
の
土
曜
日
、

午
後
２
時
か
ら
（
約
30
分
）

　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
向
け
の
絵

本
や
紙
芝
居
、
昔
ば
な
し
な
ど
を
読
み

ま
す
。

図書館ホームページアドレス https://library.city.chichibu.lg.jp（パソコン用）
 https://library.city.chichibu.lg.jp/i/ihome.html（携帯電話用）

1 水 17 金
2 木 18 土 大
3 金 19 日 大
4 土 大 20 月 秩・荒・吉
5 日 大 21 火 吉・大
6 月 秩・荒・吉 22 水
7 火 23 木
8 水 24 金
9 木 25 土 大
10 金 26 日 大
11 土 大 27 月 秩・荒・吉
12 日 大 28 火
13 月 秩・荒・吉 29 水
14 火 30 木 秩
15 水 31 金 秩
16 木

10 金 21 火
11 土 吉・大 22 水
12 日 大 23 木
13 月 秩・荒・吉 24 金
14 火 25 土 大
15 水 26 日 大
16 木 27 月 秩・荒・吉
17 金 28 火 秩
18 土 大
19 日 大※秩13時
20 月 秩・荒・吉

※秩…秩父図書館
　荒…荒川図書館
　吉…秩父図書館吉田分館
　大…秩父図書館大滝分館

海原純子さん

21
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※平成17年度「秩父市健康カレンダー」の冊子は、１年間大切に保管してください。

●【乳幼児健診】

●【育児相談】

●【ことばの相談】※予約制

●【親子ふれあい教室】

　１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者

　３月20日㈪　10：00～11：30（受付９：30～）※予約制
●【健康相談】

　３月９日㈭　13：30～15：00（受付）　
●【よしだ元気塾】おおむね40歳以上の方

　３月８日㈬　13：30～15：30　やまなみ会館
※初めての方は吉田保健センターへ申込み

●【親子ふれあい教室】

　１歳６か月を過ぎた

　お子さんとその保護者

　３月14日㈫　10：30～11：30
　大滝老人福祉センター
●【育児相談・健康相談】

　３月７日㈫　13：00～15：00
　大滝総合支所内
※母子健康手帳・健康手帳を
　持参してください。
●【機能訓練会】

　保健師や理学療法士と一緒に、レクリエーション
や個別訓練をしています。大滝保健センターにお申
し込みください。

●【乳幼児健診】

●【育児相談】

●【親子ふれあい教室】

　１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者

　２月23日㈭・３月９日㈭　９：30～11：10
● 【健康相談】一般市民　
　２月21日㈫
　13：30～15：00　
● 【転倒予防教室】

　 40歳以上の方

　３月10日㈮
　13：30～15：30
　荒川公民館
※健康手帳・屋内用運動靴を持参

秩父市立病院で接種できますので、各保健センター
までお申し込みください。この場合は任意接種とな
ります。（自己負担金5,000円）
●【胃がん・子宮がん検診】（個別）

　指定の医療機関で胃がん・子宮がん検診が受けられ
ます（それぞれ先着200人）。毎月１～７日（土、日、祝日
を除く）に各保健センターで申込みを受け付けています。
●【言語リハビリ教室】

※初めての方は各保健センターへお申し込みください。
●【ストレス解消法教室】40歳以上の方

※秩父保健センターへ電話でお申し込みください。
●【血液サラサラ教室】40歳以上の方

※秩父保健センターへ電話でお申し込みください。

月　日 会　　場 実施時間
２月27日㈪ 荒川保健センター

13：30～15：30３月14日㈫ 秩父保健センター
３月20日㈪ 吉田保健センター

　月　日 受付時間 内　容 対　象

３月17日㈮ 13:15～
　14:00

１歳６か月児健診
３歳児健診

平成16年７・８月生まれ
平成14年10・11月生まれ

月　日 受付時間 内　容 対　象

３月１日㈬ 10:00～
　11:00

育児相談
身長・体重測定 乳幼児

月　日 受付時間 内　容 対　象

３月23日㈭ 13:00～
　16:00

ことばの発達、
発音などに関
する個別相談

ことばの発達、発音など
に心配のある幼児とその
保護者

月　日 受付時間 内　容 対　象

２月22日㈬ 13:15～
　14:00

１歳６か月児健診
３歳児健診

平成16年６・７月生まれ
平成14年９・10月生まれ

月　日 受付時間 内　容 対　象

３月６日㈪ 10:00～
　11:00

育児相談
身長・体重測定 乳幼児

吉田保健センター会場
（【よしだ元気塾】は、やまなみ会館）

荒川保健センター会場
（【転倒予防教室】は、荒川公民館）

大滝保健センターからのお知らせ

月　日 時間 会　場 対　象
２月15日㈬

10:00～
　15:00

大滝老人福祉
センター

40歳以上で機能訓練
が必要な方３月１日㈬

３月15日㈬

月日 会場 時間 内　容 講　師

２月24日㈮ 秩父保健
センター

13：30～
15：30

講義と実習「ストレスとは、
運動によるストレス解消法」

日本３B体操
協会指導士

月　日 会場 時　間 内　容
１
日
目
３月３日㈮

秩父保健
センター

13：30～
15：30

医師による講義「敵か味
方か？コレステロール」

２
日
目
３月７日㈫ ９：30～

13：30
栄養士による実習「基本
はバランスのとれた食事」
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●【健康カレンダーのお知らせ】

　「平成18年度秩父市健康カレンダー」を配布しま
す。３月号の市報と同時配布になっていますので、
１年間大切に保管してください。
●【平成18年４月１日から麻しん・風しん予防接種

の受け方が変わります】

　現在、麻しんと風しんの予防接種は満１歳～７歳
６か月までにそれぞれ１回接種しています。
　平成18年４月１日から麻しん風しん混合ワクチン
を用い、次の年齢内で２回接種となります。
第１期　生後12か月～生後24か月までの間
第２期　就学１年前までの間（５歳から７歳未満）

※ 平成18年３月31日までに麻しんまたは風しんワク
チンのいずれかの接種を受けた方は、平成18年４
月１日以降、定期の年齢内であっても、第１期お
よび第２期の対象となりません。
※ ただし、秩父市では平成18年４月１日以降、生後
12か月～生後24か月の間にある方で、麻しんの予
防接種を受けていたり、麻しんにかかってしまっ
た場合に風しんのみの予防接種を希望したときは、
今までどおり風しんのみの接種ができます。（こ
の逆の場合も可能となります。）

●【成人のポリオ予防接種の追加接種について】

　昭和50～52年生まれの方は、他の年齢層に比べて
ポリオの免疫を保有している割合が低いことが厚生
労働省の調査で指摘され、追加接種をすることが望
ましいとされています。この年齢層で希望する方は

●【乳幼児健診】

●【育児相談】

●【両親学級（妊娠前期）】

　妊娠４か月を過ぎた初回妊婦さんとその家族

※電話で秩父保健センターへお申し込みください。
●【予防接種】（集団）

※ 病気等の理由でＢＣＧを対象月齢内に接種できな
かった方は、満６か月～１歳の間に限り、ＢＣＧ
予防接種を公費（無料）で受けることができます。
詳しくは、各保健センターまでお問い合わせください。

●【こころの健康相談】

と　き　２月20日㈪　13：30～（予約制）
内　容　精神保健福祉士や保健師による個別相談
費　用　無料
※ 事前に申込みが必要です。秩父保健センターまで
お申し込みください。

●【地区健康相談】

内　容　 医師による血圧測定・相談、体内脂肪測定、
尿検査、保健師・栄養士による相談、みそ
汁の塩分測定（希望者）、健康食の試食

※健康手帳を持参してください。
●【歯みがき教室】

と　き　２月26日㈰　10：00～
対　象　平成15年12月～平成16年３月生まれの幼児
　　　　（旧吉田町を除く）
　　　　先着100人（予約制）定員になり次第締め切ります。
内　容　 歯科健診、ブラッシング指導、フッ素塗布

（希望者）など
申込み　 電話または来所にて受け付けます。秩父保

健センターへお申し込みください。
※ 当日は、普段お子さんが使用している歯ブラシ、
コップ、タオル、母子手帳をご持参ください。

月　日 受付時間 内　容 対　象

３月９日㈭ 13:00～
　14:00 ３歳児健診 平成14年

11月生まれ

３月15日㈬ 13:00～
　14:00 乳児（10か月児）健診 平成17年

５月生まれ

３月16日㈭ 13:00～
　14:00 乳児（４か月児）健診 平成17年

10月生まれ

３月23日㈭ 13:00～
　14:00 １歳６か月児健診 平成16年

８月生まれ

月　日 受付時間 内　容 対　象

３月２日㈭  9:30～
　10:30

育児相談
身長・体重測定
赤ちゃん体操

乳幼児

月　日 時　間 内容（テーマ）
１
日
目
３月３日㈮ 9：30～12：00

（受付 9：15～）
・｢妊娠中の過ごし方｣
・｢ママの栄養と食事｣

２
日
目
３月８日㈬ 13：30～16：00

（受付 13：15～）
・歯科保健・歯科健診
・ブラッシング指導

種類 月　日 受付時間 対　　　象

三種混合
２月13日㈪
３月６日㈪
４月７日㈮

13:15～14:30 満３か月～７歳６か月未満

ＢＣＧ ３月17日㈮
４月14日㈮ 13:15～14:30 満３か月～６か月未満

秩父保健センター会場

月　日 受付時間 会　　場
３月１日㈬

13：30～14：30
渓流荘

３月10日㈮ 大田公民館
３月13日㈪ 尾田蒔公民館



無料相談室無料相談室
相談名 相　　談　　日 会　場 相　談　員

法 律

３月７日㈫・16日㈭
10時～15時

秩父市役所
（3階相談室）

弁護士
３月14日㈫　10時～15時 荒川総合支所

※要電話予約
２月20日㈪　午前９時から電話予約受付　各日先着10人
☎25－5200（直通）

人 権 毎月第２・４水曜
13時～16時

秩父市役所
（3階相談室）人権擁護委員

行 政

２月20日㈪
３月20日㈪

13時～15時

秩父市役所
（3階相談室）

行政相談委員
３月６日㈪ 吉田総合支所

（振興会館）
２月13日㈪
３月13日㈪ 荒川総合支所

２月27日㈪
３月27日㈪ 大滝総合支所

市 民 毎週木曜　13時～16時

秩父市役所
（3階相談室）

市民相談員
消 費 生 活 毎週月・水・金曜　９時～16時 消費生活コンサルタント

行 政 手 続 ２月14日㈫・３月14日㈫
13時～15時 行政書士

登 記 ２月15日㈬・３月15日㈬
13時～15時

司法書士
土地家屋調査士

税 務 ３月６日㈪
10時～15時 税理士

土 地 建 物 ２月21日㈫　10時～15時 宅地建物取引主任者

暴力について ２月23日㈭・３月23日㈭
10時～15時 秩父警察署担当相談員

女 性 ２月28日㈫・３月28日㈫
13時～15時 市民生活課担当職員

労 働 年 金 ２月10日㈮・３月10日㈮
13時～15時 社会保険労務士

※市民生活課および各総合支所（市民支援課）では、上記の相談日以外でも相談を受け付けます。
※相談日が祝祭日の場合はお休みとなります。
上記相談に関する問い合わせ　市民生活課☎25-5200（直通）☎22-2211内線1322・1323

月の2・3
相談名 相　談　日 問い合わせ

子 育 て 毎週月・水・金曜
９時～16時

子育て支援センター
☎22－7282ｆ22－7283

子どもについ
ての心配ごと

毎日（土・日・祝日を除く）
８時30分～17時15分

家庭児童相談室（社会福
祉課）☎25－5204（直通）

身体・知的障
がいについて

毎日（日曜・祝日を除く）
９時～18時

フレンドリー
☎22－7785（身体障がい）
☎22－7045（知的障がい）
ｆ22－7055土曜　９時～16時

障がい者の
就労・労働

毎日（土・日・祝日を
除く）９時～18時

秩父障がい者就労支援センター
「キャップ」☎・ｆ22－2870

不 登 校 等
教 育

ひまわり教室　毎日（土・日・
祝日を除く）９時～17時

ひまわり教室
☎22－2228

やまなみ教室
月・水・金曜　９時～17時

吉田事務所
☎77－1100

内 職 毎週木曜　９時～17時
ハローワーク秩父
ステーションプラザ
☎24－5222職 業

ハローワーク秩父ステーションプラザ
毎日（土･日･祝日を除く）９時～17時
吉田総合支所
毎週月曜　９時～16時30分

労 働 毎日（土・日・祝日を除く）
８時30分～17時※電話相談可 北部産業労働センター

秩父支所
☎23－7881夜 間 労 働

（電話相談のみ）
毎週火・木曜
17時～20時

中 小 企 業 者
向けよろず金融

３/８ 13時～16時30分
※前々日までに要予約
会場　歴文館５階第２会議室

商業振興課
☎25－5208（直通）
（相談：埼玉県信用保証協会）

結 婚
福祉女性会館 ２/11
荒川事務所 ３/11
13時～16時

秩父市社会福祉協議会
☎22－1514

心 配 ご と

原谷公民館 ２/16
吉田事務所 ２/23
福祉女性会館 ３/２
荒川事務所 ３/９
13時～16時

国 民 年 金

だ よ り
問い合わせ
●保険年金課国民年金担当 ☎25-5201
●吉田総合支所市民支援課 ☎72-6081
●大滝総合支所市民支援課 ☎55-0863
●荒川総合支所市民支援課 ☎54-2395

国
民
年
金
保
険
料
、
ど
う
し
て
も

納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
…

　

免
除
制
度
や
特
例
制
度

が
あ
り
ま
す　

　

事
情
が
あ
っ
て
保
険
料
が
納
め
ら
れ

な
い
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
と
き
、
未
納
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
年
金
が

受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

自
分
の
年
金
を
守
る
た
め
に
も
、
免

除
制
度
や
特
例
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。（
今
か
ら
手
続
き
し
て
も
平
成
17

年
4
月
か
ら
の
申
請
が
で
き
ま
す
。）

�
全
額
免
除

　

保
険
料
の
全
額
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

免
除
の
対
象
と
な
る
所
得
の
目
安
は
、

　

 「（
扶
養
親
族
等
の
数
＋
１
）
×
35
万

円
＋
22
万
円
」

�
半
額
免
除

　

 

保
険
料
の
半
額
が
免
除
さ
れ
半
額
を

納
め
ま
す
。（
半
額
を
納
め
な
い
と

未
納
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。）

　

 

免
除
の
対
象
と
な
る
所
得
の
目
安
は
、

「
１
１
８
万
円
＋
扶
養
親
族
等
控
除

額
＋
社
会
保
険
料
控
除
額
等
」

※ 

免
除
制
度
は
、
申
請
者
ご
本
人
の
ほ

か
、
配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主
の
方
も

所
得
基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

�
学
生
納
付
特
例

　

 

在
学
中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
、
卒
業
後
に
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

本
人
所
得
の
目
安
は
、

　

 「
１
１
８
万
円
＋
扶
養
親
族
等
控
除

額
＋
社
会
保
険
料
控
除
額
等
」

�
若
年
者
納
付
猶
予

　

 

20
歳
台
の
被
保
険
者
本
人
と
配
偶
者

の
所
得
が
、
全
額
免
除
の
対
象
と
な

る
所
得
以
下
で
あ
れ
ば
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

�
追
納
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

保
険
料
の
免
除
や
学
生
納
付
特
例
、

若
年
者
納
付
猶
予
を
受
け
た
期
間
は
、

保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
期
間
に
比
べ

て
受
け
取
る
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
期
間
は
、
10

年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
こ
れ
を
追
納
と

い
い
ま
す
。）
将
来
の
年
金
額
を
増
や
す

た
め
に
も
�
追
納
�
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

※ 

免
除
や
特
例
、
猶
予
の
承
認
を
受
け

た
年
度
か
ら
２
年
を
経
過
し
た
分
を

追
納
す
る
場
合
は
、
そ
の
当
時
の
保

険
料
に
、
経
過
期
間
に
応
じ
た
額
が

加
算
さ
れ
ま
す
。

問
�
合
�
�　

秩
父
社
会
保
険
事
務
所
国
民

年
金
業
務
課
☎
22―

４
４
２
５

24



市報ちちぶでは、有料で広告を掲載しています。掲載基準等詳しくは、企画広報課へお問い合わせください。

26
日
㈰
で
す
。
収
納
課
窓
口
に
お
い
て
、

納
税
と
納
税
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

（
総
合
支
所
で
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

問
�
合
�
�　

収
納
課

　

☎
22―

２
２
１
０
（
直
通
）

　

市
と
秩
父
県
税
事
務
所
で
は
、
納
税

の
秩
序
を
維
持
し
税
負
担
の
公
平
性
お

よ
び
市
民
全
体
の
利
益
を
守
る
た
め
、

市
税
等
の
滞
納
者
に
対
し
て
そ
の
所
有

財
産
の
差
押
処
分
を
行
い
、
そ
れ
を
公

売
（
換
価
）
す
る
こ
と
に
よ
り
滞
納
市

税
等
へ
の
充
当
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
公
売
を
予
定
し
て
い
る
差
押

財
産
は
「
電
話
加
入
権
」
で
す
。

　

公
売
方
法
は
、
入
札
に
よ
り
行
い
ま

す
の
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

��

�　

２
月
23
日
㈭
午
後
１
時
か
ら

�
�
�　

市
民
会
館
３
階
第
３
会
議
室

内�

容　

詳
し
く
は
、
市
役
所
掲
示
板

お
よ
び
秩
父
地
方
庁
舎
掲
示
板
に
公
告

し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

市
役
所
収
納
課

　

☎
22―

２
２
１
０
（
直
通
）

　

秩
父
県
税
事
務
所

　

☎
23―

２
１
１
０
（
代
表
）

　

最
近
、
大
手
金
融
機
関
な
ど
を
装
っ

て
、「
お
金
を
貸
し
ま
す
」
と
い
っ
た

内
容
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
や
携
帯

メ
ー
ル
等
を
送
り
つ
け
て
、
保
証
金
や

保
険
金
名
目
で
お
金
を
騙
し
取
る
新
手

の
手
口
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
被
害
に

あ
わ
な
い
よ
う
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

騙
�
�
�
�
�
�
�
心
構
�
三
�
条

・ 

取
引
関
係
の
な
い
と
こ
ろ
か
ら
突
然

送
ら
れ
て
く
る
、「
お
金
貸
し
ま
す
」

と
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
等
に
注
意
。

・ 

融
資
を
す
る
前
に
、
様
々
な
口
実
で

お
金
を
振
り
込
ま
そ
う
と
す
る
手
口

に
注
意
。

・ 「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
か
も
し
れ
な
い

と
感
じ
た
ら
、
送
金
の
前
に
左
記
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
貸
�
�
�
詐
欺
�
被
害
�
�
�
�
�

�
�
東
京
都
貸
金
業
対
策
課
�

�

☎
�
�―

�
�
�
�―

�
�
�
�

　

悪
質
商
法
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
と
き
、

そ
の
他
消
費
生
活
に
関
す
る
疑
問
・
苦

情
等
あ
り
ま
し
た
ら
お
早
め
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
は
秘
密
厳
守
で
す
。

　

な
お
、
消
費
者
か
ら
の
相
談
に
限
り

ま
す
の
で
、
事
業
者
の
方
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

相
談
窓
口　

市
役
所
消
費
生
活
相
談
室

　
　
　
　
（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
）

問
�
合
�
�　

市
民
生
活
課

　

☎
25―

５
２
０
０
（
直
通
）

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
高
速
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
だ
れ
で
も
自
由
に
ご
利
用
で

き
る
端
末
が
、
次
の
施
設
に
設
置
し
て

固

定

資

産

税�
�

第
�
期
分

国
民
健
康
保
険
税�
�

第
�
期
分

納
期
限
は
２
月
28
日
㈫
で
す
。

納
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
納
税
制
度
を
利
用
し
て
い

る
方
は
、
納
期
限
に
振
り
替
え
ま
す
の

で
預
貯
金
の
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
振
替
税
目
の
追
加
や
納
税
義

務
者
の
名
義
が
変
わ
っ
た
場
合
な
ど
は
、

改
め
て
口
座
振
替
の
申
込
み
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
の
申
込
み
は
、
い
つ
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
納
税
通
知
書
、

預
貯
金
通
帳
、
通
帳
届
出
印
を
持
参
の

う
え
、
収
納
課
、
各
総
合
支
所
総
務
課

窓
口
ま
た
は
金
融
機
関
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

毎
月
10
日
ま
で
に
申
込
み
を
さ
れ
た

方
は
、
そ
の
月
か
ら
振
り
替
え
ま
す
。

そ
れ
以
降
の
方
お
よ
び
み
ず
ほ
銀
行
で

の
お
申
込
み
の
方
は
、
翌
月
か
ら
振
り

替
え
ま
す
。

　

な
お
、
２
月
の
休
日
納
税
窓
口
は
、

あ
り
ま
す
。
最
寄
り
の
施
設
で
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
�
�
�
施
設

�

秩
父
市
役
所
、
吉
田
総
合
支
所
、
大

滝
総
合
支
所
、
荒
川
総
合
支
所
、
尾
田

蒔
公
民
館
、
原
谷
公
民
館
、
久
那
公
民

館
、
高
篠
公
民
館
、
大
田
公
民
館
、
影

森
公
民
館
、
大
滝
公
民
館
、
秩
父
図

書
館
、
秩
父
図
書
館
吉
田
分
館
、
荒
川

図
書
館
、
市
立
病
院
、
秩
父
保
健
セ
ン

タ
ー
、
別
所
浄
水
セ
ン
タ
ー
、
消
防
本

部
、
道
の
駅
ち
ち
ぶ
、
文
化
体
育
セ
ン

タ
ー
、
秩
父
宮
記
念
市
民
会
館

問
�
合
�
�　

情
報
政
策
課

　

☎
22―

２
２
０
４
（
直
通
）

　

次
の
区
間
は
、
道
路
拡
幅
に
伴
い
一

方
通
行
が
解
除
さ
れ
対
面
通
行
に
な
り

ま
し
た
。

　

規
制
変
更
に
伴
い
戸
惑
う
場
合
も
あ

り
ま
す
が
、
十
分
注
意
を
し
て
安
全
な

通
行
に
努
め
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

管
理
用
地
課

　

☎
25―

５
２
１
２
（
直
通
）

25

�

月

�

納

税

差
押
財
産
�
電
話
加
入
権
�

�
公
売
�
実
施
�
�
�

�
貸
�
�
�
詐
欺
�
�

�
注
意
�
�
�
�

市
�
施
設
�

高
速
�
�
�
�
�
�
�
�

一
方
通
行
解
除
�
�
知
�
�

札所13番

至140号

一方通行解除（対面通行）

かのうや
酒店

団
子
坂

札所13番交差点～団子坂入口

お知らせ
３月１日㈬から31日㈮まで、
昼の防災無線放送で「旅立ちの日に」を流します。



　

秩
父
地
域
雇
用
対
策
協
議
会

　

☎
22―

４
４
１
１

　

昨
年
10
月
か
ら
吉
田
総
合
支
所
で
職

業
相
談
を
始
め
ま
し
た
が
、
１
月
か
ら

相
談
日
を
増
や
し
毎
週
月
曜
日
に
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

最
新
の
求
職
情
報
の
提
供
や
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
職
員
に
よ
る
一
人
ひ
と
り
に
対

応
し
た
き
め
こ
ま
や
か
な
職
業
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
雇
用
保
険
受
給
者
の
方
に

と
っ
て
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
同
様
、
求
職

活
動
と
し
て
の
認
定
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
求
職
活
動
支
援
セ
ミ
ナ
ー
は
、

毎
月
第
１
・
第
３
月
曜
日
に
行
っ
て
い

ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

　

市
役
所
工
業
振
興
課

　

☎
22―

３
４
２
８
（
直
通
）

　

 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

プ
ラ
ザ
☎
24―

５
２
２
２

※ 

定
員
の
関
係
上
、
事
前
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

申
込
�　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父

　

☎
22―

３
２
１
５

　

地
元
企
業
の
活
力
に
な
る
人
材
確
保

お
よ
び
求
職
者
に
対
す
る
就
職
の
機
会

を
提
供
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
面
接

会
を
開
催
し
ま
す
。

��

�　

３
月
13
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

�
�
�　

市
民
会
館

対�

象　

秩
父
地
域
の
求
人
企
業
に
就

職
希
望
で
、
一
般
の
方
お
よ
び
大
学
、

短
大
、
専
門
学
校
、
高
等
学
校
卒
業
予

定
の
方

入
場
料　

無
料
（
入
退
場
自
由
）

問
�
合
�
�　

秩
父
公
共
職
業
安
定
所

　

☎
22―

３
２
１
５

　

 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

プ
ラ
ザ
☎
24―

５
２
２
２

高
齢
者
憩
い
の
家
は
、

・ 

市
内
に
住
所
が
あ
る
60
歳
以
上
の
方

で
あ
れ
ば
利
用
で
き
ま
す
。

・ 

利
用
目
的
は
囲
碁
・
将
棋
・
ダ
ン
ス

な
ど
。
お
し
ゃ
べ
り
も
歓
迎
で
す
。

・ 

高
齢
者
の
健
康
と
生
き
が
い
づ
く
り

の
お
手
伝
い
と
し
て
、
ま
た
、
子
ど

も
と
ふ
れ
あ
う
つ
ど
い
の
場
と
し
て
、

「
い
き
い
き
教
室
」、「
ふ
れ
あ
い
教

室
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
開
催
の
ご
案
内
は
、
市
報
の
「
お
知

ら
せ
の
ペ
ー
ジ
」
に
掲
載
し
ま
す
。）

　

皆
さ
ん
の
ご
利
用
と
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

問
�
合
�
�

　

高
齢
者
憩
い
の
家
（
中
村
児
童
館
）

　

☎
22―

０
７
１
３

不用品のリサイクルコーナー

譲
り
た
い
物

たんす、学習机、スキーセット、歩行器、ロー
チェア、ベッド、ベビーベッド、食器戸棚、テー
ブルとイス、折りたたみ自転車、卓球台

譲
っ
て
ほ
し
い
物

自転車、車椅子、ミシン、パソコン、レーザーディ
スク（カラオケ用）、コタツ、エレクトーン、ピ
アノ、卓球台、バスケットゴール、耕運機、医
療用ベッド、ホットカーペット、エアコン、ポー
タブル便器、たんす、子ども用スキーセット

登
録
状
況

譲りたい物 16件
譲ってほしい物 24件

（平成18年１月17日現在）

※登録期間は３か月間で、市内在住の方に限ります。
　希望者は、電話にて市民生活課にご連絡ください。
　また、有効期間中に「譲れなくなった」または「譲り
受ける必要がなくなった」という場合は、必ず市民生活
課までご連絡ください。

　市では、自分には不用になったが、まだ利用でき
るものなので譲りたい、または、譲ってほしいとい
う希望者を登録し、紹介しています。
　なお、無料を条件とします。

登録申込み・問い合わせ
　　市民生活課　☎２５－５２００（直通）
　　　　　　　　☎２２－２２１１内線１３２１
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�
�
�
月
�

求
職
活
動
支
援
�
�
�
�

高
齢
者
憩
�
�
家
�

�
存
知
�
�
�
�

�
参
加
�
�
�
�
�

 

�
�
�
�
求
人
企
業

合
同
面
接
会

職
業
相
談
�
�
�
�
�
便
利
�
�

 

吉
田
総
合
支
所
�

毎
週
相
談
�
�
�
�

と　き ところ 内　容 定員
２／15㈬
13:30～16:30

ハローワーク秩父
ステーションプラザ

就職を成功させるために
（演習） 15人

２／17㈮
14:00～16:00 ハローワーク秩父 履歴書・職務経歴書の書

き方　（座学） 30人

２／20㈪
13:00～16:00 吉田総合支所　 履歴書・職務経歴書の書

き方　（演習） 20人

２／22㈬
13:30～16:30

ハローワーク秩父
ステーションプラザ

履歴書・職務経歴書の書
き方　（演習） 15人

２／24㈮
14:00～16:00 ハローワーク秩父 面接対策・就職の心得

（座学） 30人

３／１㈬
13:30～16:30

ハローワーク秩父
ステーションプラザ

面接対策・就職の心得
（演習） 15人

３／６㈪
13:00～15:00 吉田総合支所 面接対策・就職の心得

（座学） 20人

３／８㈬
14:00～16:00

ハローワーク秩父
ステーションプラザ

就職を成功させるために
（座学） 15人

至佐久良橋

第一病院 案内表示

今宮神社

至本町至影森
ＮＴＴ 東京電力

高齢者憩いの家
駐車場

高齢者憩いの家
（中村児童館）



　

市
立
保
育
所
に
勤
務
す
る
保
育
士

（
臨
時
・
パ
ー
ト
職
員
）・
調
理
師
（
パ
ー

ト
職
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

資�

格

・ 

保
育
士
は
保
育
士
登
録
を
受
け
た
方

ま
た
は
保
育
士
登
録
簿
に
登
録
予
定

の
方

・
調
理
師
は
調
理
師
免
許
所
有
の
方

勤
務
条
件

・ 
臨
時
職
員
（
保
育
士
）
は
１
日
８
時

間
週
40
時
間
勤
務
。
構
造
改
革
特
別

区
域
の
認
定
に
よ
り
採
用
期
間
は
最

長
３
か
年
（
保
育
士
の
み
募
集
）

・ 

パ
ー
ト
職
員
（
保
育
士
・
調
理
師
）

は
１
日
１
時
間
か
ら
６
時
間
勤
務
で

採
用
期
間
は
原
則
最
長
３
か
年

募
集
人
員　

若
干
名

採
用
予
定　

４
月
１
日
ま
た
は
そ
れ
以
降

問
�
合
�
�　

こ
ど
も
課

　

☎
25―

５
２
０
６
（
直
通
）

　

秩
父
市
社
会
福
祉
事
業
団
は
、
市
か

ら
委
託
を
受
け
、
老
人
ホ
ー
ム
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
等
の
福
祉
施
設
の
運
営
を
行

う
社
会
福
祉
法
人
で
す
。
こ
れ
ら
の
福

祉
施
設
で
働
く
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
予
定　

平
成
18
年
４
月

採
用
予
定
職
種
�
人
員
�
受
験
資
格

①
介
護
職
員
（
夜
勤
有
）
若
干
名

　

35
歳
ま
で

②
看
護
師
（
宿
直
有
）　

若
干
名

③
理
学
療
法
士　

１
人

※
年
齢
は
平
成
18
年
２
月
１
日
現
在

試
験
期
日
�
場
所

��

�　

３
月
12
日
㈰

�
�
�　

ほ
の
ぼ
の
マ
イ
タ
ウ
ン

試
験
種
目　

教
養
試
験
、
作
文
試
験
、
面

接
（
健
康
診
断
を
試
験
合
格
者
に
対
し

て
行
い
ま
す
。）

受
験
案
内
�
申
込
書
�
配
布

　

２
月
13
日
㈪
か
ら
市
役
所
１
階
の
高

齢
者
介
護
課
お
よ
び
秩
父
市
社
会
福
祉

事
業
団
事
務
局
で
配
布
し
ま
す
。

受
付
期
間　

２
月
13
日
㈪
〜
３
月
２
日
㈭

（
土
・
日
曜
を
除
く
）

受
付
場
所　

秩
父
市
社
会
福
祉
事
業
団
事

務
局
（
３
月
２
日
㈭
必
着
で
、
郵
送
に

よ
る
申
込
み
も
可
）

問
�
合
�
�　

秩
父
市
社
会
福
祉
事
業
団
事

務
局
（
ほ
の
ぼ
の
マ
イ
タ
ウ
ン
内
）

　

☎
21―

５
５
３
５

　

介
護
福
祉
士
、
ヘ
ル
パ
ー
１
〜
３
級

の
資
格
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
に
、
①

視
覚
障
害
者
お
よ
び
②
全
身
性
障
害
者

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の
養
成
研
修
を
行
い

ま
す
。

対�

象　

県
の
指
定
医
療
機
関
で
体
外

受
精
ま
た
は
顕
微
授
精
の
治
療
を
受
け

た
県
内
在
住
の
法
律
上
の
夫
婦
で
、
前

年
の
夫
婦
の
所
得
合
計
額
が
６
５
０
万

円
未
満
の
方

内�

容　

年
額
10
万
円
を
上
限
に
、
通

算
２
年
間
助
成

手
続
�　

原
則
と
し
て
治
療
を
行
っ
た

年
度
内
に
必
要
書
類
を
添
付
し
て
申
請

申
請
窓
口　

住
所
地
を
管
轄
す
る
県
保
健

所
・
支
所

問
�
合
�
�　

各
地
域
の
県
保
健
所
・
支
所

ま
た
は
県
こ
ど
も
安
全
課
（
☎
０
４
８

―

８
３
０―

３
５
６
１
）
へ
。

　

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
詳
し
く
案

内
し
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/
A
03/BG00/seidonoannnai.htm

l

問
�
合
�
�　

保
健
セ
ン
タ
ー
献
血
担
当

　

☎
22―

０
６
４
８
（
代
表
）

��

�

　

①
３
月
７
日
㈫
、
14
日
㈫
２
日
間

　

②
３
月
22
日
㈬
、
29
日
㈬
２
日
間

�
�
�　

福
祉
女
性
会
館

費�

用　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
①
２
，

５
０
０
円
、
②
３
，
０
０
０
円
等
実
費
）

定�

員　

30
人
（
定
員
を
超
え
る
場
合

は
抽
選
）

申
込
�　

申
込
書
（
秩
父
市
社
会
福
祉

協
議
会
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
２
月
24
日
㈮
必
着
で
埼
玉
県

障
害
者
福
祉
課
へ
。

問
�
合
�
�　

埼
玉
県
障
害
者
福
祉
課

　

☎
０
４
８―

８
３
０―

３
３
１
７

　

Ｆ

０
４
８―

８
３
０―

４
７
８
３

　

腰
痛
・
膝
痛
な
ど
で
お
悩
み
の
皆
さ

ん
、
自
分
に
あ
っ
た
「
水
中
運
動
（
個

人
レ
シ
ピ
）」
で
適
度
な
運
動
習
慣
を

身
に
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

��

�　

祝
日
を
除
く
毎
週
月
・
木
曜

日
（
月
曜
日
：
午
前
10
時
〜
正
午
、
木

曜
日
：
午
後
１
時
〜
３
時
）

�
�
�　

市
営
温
水
プ
ー
ル

対�

象　

一
般
成
人

講�

師　

医
療
体
育
研
究
会
会
員

小
林
靖
夫
氏
・
本
橋
美
智
子
氏

参
加
費　

入
会
金（
保
険
料
含
）２
，
０

０
０
円
、
会
費
１
か
月
７
，
０
０
０
円

申
込
�
�
問
�
合
�
�　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ち
ち
ぶ
ま
ち
づ
く
り
工
房
水
中
運
動
担

当
（
秩
父
開
発
機
構
内
）

　

☎
23―

１
０
０
２
Ｆ

23―

１
０
５
０

27

３
月
10
日
㈮

３
月
１
日
㈬

午
後
１
時
30
分

〜
２
時
30
分

午
前
10
時〜

正
午

午
前
９
時
30
分

〜
正
午

南
小
学
校
体
育

館
（
秩
父
市
立

南
小
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
）

ナ
チ
ュ
ラ
ル

フ
ァ
ー
ム
シ
テ

ィ
農
園
ホ
テ
ル

（
同
）

秩
父
公
園

（
東
町
青
年
部
）

特
定
不
妊
治
療
�

受
�
�
方
�
助
成
金
�

支
給
�
�
�
�
�

愛
�
献
血
�
�
協
力
�

保
育
士
�
調
理
師

�
臨
時･

�
�
�
職
員
�募
集

�
�
�
�
�
�
�
�
�

 

秩
父
市
社
会
福
祉
事
業
団

職
員
募
集

�
�
�
�
�
�
�
養
成
研
修

参
加
者
募
集

水
中
運
動
�
教
室
�

参
加
者
募
集

平成17年　勤労青少年の標語
「チャンスは無限！　自分らしく　日々トライ」



職
種
�
採
用
人
数　

保
健
師
１
人

受
験
資
格　

昭
和
40
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
既
に
保
健
師
免
許
を

有
す
る
方
（
平
成
18
年
３
月
取
得
見
込

の
方
も
含
む
）

採
用
予
定
期
日　

平
成
18
年
５
月
１
日

※ 

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

人
事
課
☎
22―
２
２
０
７

募
集
住
宅

申
込
受
付
期
間　

２
月
20
日
㈪
〜
24
日
㈮

 

※ 

申
込
書
は
受
付
期
間
前
で
も
配
布
し

て
い
ま
す
。

申
込
者
�
資
格

① 

市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
が
あ

り
、市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

② 

現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

③ 

入
居
し
よ
う
と
す
る
世
帯
全
員
の
収

入
の
総
額
が
、
基
準
の
範
囲
内
に
あ

る
こ
と
。

④ 

住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

な
こ
と
。

※ 

神
庭
第
２
住
宅
は
、
単
身
入
居
希
望

の
方
で
も
申
込
み
が
で
き
ま
す
。

入
居
予
定
時
期　

平
成
18
年
４
月
ご
ろ

（
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

※ 

申
込
者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な

り
ま
す
が
、
期
間
中
申
込
み
が
な
い

場
合
、
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

募
集
住
宅　

１
戸
（
Ａ―

１
号
室
）

所
在
地　

下
吉
田
７
７
７
５―

３

間
取
�　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

家�

賃　

５
５
，
０
０
０
円

建
設
年
度　

平
成
５
年

駐
車
場　

１
戸
１
台
分
１
，
０
０
０
円

申
込
受
付　

随
時
受
付
（
申
込
み
が
あ
り

次
第
、
受
付
終
了
）

申
込
者
�
資
格

①
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

② 

現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

③ 

入
居
し
よ
う
と
す
る
世
帯
全
員
の
収

入
月
額
が
、
20
万
円
以
上
60
万
１
千

円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

④ 

自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を
必
要

と
し
て
い
る
こ
と
。

以
上
申
込
�
�
問
�
合
�
�

　

建
築
住
宅
課
☎
25―

５
２
１
４

各
総
合
支
所
地
域
整
備
課

　

吉
田
☎
72―

６
０
８
４
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55―

０
８
６
１
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54―

２
３
９
２
（
直
通
）

　

高
齢
者
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
は
、
居
宅

に
お
い
て
独
立
し
て
生
活
す
る
の
に
不

安
の
あ
る
高
齢
者
に
対
し
、
一
定
期
間

住
宅
お
よ
び
地
域
住
民
と
の
交
流
の
場

所
を
提
供
す
る
施
設
で
す
。

施
設
�
場
所　

吉
田
久
長
（
吉
田
高
齢
者
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
内
）

募
集
人
数　

２
人

入
居
資
格　

秩
父
市
に
住
所
を
有
す
る
原

則
60
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
で
、

次
の
す
べ
て
の
要
件
に
該
当
す
る
方

・ 

高
齢
等
の
た
め
独
立
し
て
生
活
す
る

こ
と
に
不
安
の
あ
る
方

・ 

秩
父
市
に
10
年
以
上
住
所
を
有
す
る

方
で
、
市
内
に
親
族
が
居
住
し
て
い

な
い
方
ま
た
は
親
族
か
ら
支
援
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
方

・
自
炊
の
で
き
る
方

・ 
歩
行
、
入
浴
、
排
泄
等
す
べ
て
に
お

い
て
自
立
で
き
る
方

受
付
期
間　

２
月
15
日
㈬
〜
24
日
㈮

入
居
決
定　

３
月
上
旬
に
入
居
判
定
委
員

会
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

利
用
料　

月
額
４
，０
０
０
円
〜
５
０
，０

０
０
円
（
入
居
者
の
収
入
に
よ
り
決
定
）

※ 

食
費
、
光
熱
水
費
な
ど
の
日
常
生
活

費
は
入
居
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

申
込
�
�
問
�
合
�
�

　

高
齢
者
介
護
課
☎
25―

５
２
０
５

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　

吉
田
☎
72―

６
０
８
２
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55―

０
８
６
５
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54―

２
１
１
６
（
直
通
）

��

�　

３
月
17
日
㈮

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

�
�
�　

石
間
交
流
学
習
館
・
福
寿
草

自
生
地

内�

容　

午
前
：
お
っ
き
り
こ
み
う
ど

ん
作
り
、
昼
食
後
：
福
寿
草
自
生
地
見

学
（
15
分
位
山
道
を
歩
き
ま
す
。
雨
天

中
止
）、
午
後
：
わ
ら
ぞ
う
り
作
り

対�

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
で
、
直
接
会
場
に
来
ら
れ
る
方

費�

用　

１
，
５
０
０
円
（
秩
父
事
件

資
料
等
見
学
・
昼
食
・
保
険
代
含
む
）

定�

員　

30
人
（
応
募
者
が
10
人
に
満

た
な
い
場
合
は
中
止
し
ま
す
。）

申
込
�　

は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
、

参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
し
て
、
２
月
28
日
㈫

ま
で
に
吉
田
総
合
支
所
産
業
振
興
課

（
〒
３
６
９―

１
５
９
２　

秩
父
市
下

吉
田
６
５
８
５―

２　

☎
72―

６
０
８

３
Ｆ

77―

１
５
２
９
）
へ
。

28

市
営
住
宅
�
空
家
�

入
居
者
募
集

ペットは愛情を持ち、最後まで責任をもって飼いましょう！
飼い主には、ペットを愛情と責任を持って育て、最後まで飼い続ける義務があります。

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

�
広
瀬
住
宅
��
空
家
�

入
居
者
募
集

高
齢
者
生
活
支
援
�
�
�

入
居
者
募
集

住宅名募集戸数
部屋
番号 所在地 間取

り 家賃 建設
年度 備考

1 美原 2戸 10号
15号

吉田久長
85-1 3DK 11,800～31,800円

S57
S58

駐車場
1戸1台分
500円

2 半縄 1戸 １号 荒川上田
野933-3 ３Ｋ 8,400～

15,600円 S47
駐車場
1戸1台分
2,000円

3 神庭第２ 1戸 3-2号 大滝862-1 3DK 18,400～40,300円 H9

福
寿
草
見
学
�

 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
作
�･

�
�
�
�
�
作
�
体
験
�

参
加
者
募
集

秩
父
市
職
員�
保
健
師
�募
集



　

秩
父
祭
の
屋
台
芝
居
を
支
え
る
「
秩

父
歌
舞
伎
」。 

そ
の
保
存
と
研
究
を
し

て
い
る
秩
父
歌
舞
伎
正
和
会
（
市
指
定

無
形
民
俗
文
化
財
）
の
定
期
公
演
を
行

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

��

�　

２
月
26
日
㈰
午
後
１
時
開
演

�
�
�　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

出
演
�
題
目

花
�
木
小
学
校
歌
舞
伎
�
�
�

　

吉き
ち

例れ
い

曽そ

我が
の

対た
い

面め
ん

　
　
　

工く

藤ど
う

館や
か
た

之の

場ば

秩
父
歌
舞
伎
正
和
会

　

義よ
し

経つ
ね

千せ
ん

本ぼ
ん

桜ざ
く
ら

　
　

釣つ
る

瓶べ

鮨す
し

屋や

之の

場ば

入
場
料　

無
料

問
�
合
�
�　

文
化
財
保
護
課
内

　

秩
父
歌
舞
伎
正
和
会
保
存
会
事
務
局

　

☎
22―

２
４
８
１
（
直
通
）

　

市
内
の
５
つ
の
公
民
館
（
中
央
、
尾

田
蒔
、
原
谷
、
高
篠
、
荒
川
公
民
館
）

で
活
動
し
て
い
る
絵
手
紙
ク
ラ
ブ
が
合

同
で
絵
手
紙
展
を
開
催
し
ま
す
。

��

�　

２
月
27
日
㈪
〜
３
月
５
日
㈰
、

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
最
終
日
の
み

午
後
３
時
ま
で
）

�
�
�　

歴
史
文
化
伝
承
館
１
階
交
流

フ
ロ
ア
ー
・
ガ
レ
リ
ア

内�

容　

約
３
６
０
点
の
絵
手
紙
の
展
示

問
�
合
�
�　

中
央
公
民
館

　

☎
22―

０
４
２
０

��

�　

３
月
５
日
㈰

　
　
　
　

午
前
11
時
〜
正
午

�
�
�　

秩
父
札
所　

巡
礼
の
や
か
た

内�

容　
「
私
達
と
秩
父
札
所
」

講�

師　

札
所
12
番
住
職　

　
　
　
　

新
井
宏
英 

氏

参
加
費　

３
５
０
円
（
入
館
料
含
む
）

申
込
�　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
２
月

27
日
㈪
ま
で
に
秩
父
札
所　

巡
礼
の
や

か
た
ま
で
（
先
着
50
人
）

問
�
合
�
�　

秩
父
札
所　

巡
礼
の
や
か
た

　

☎
21―

１
３
８
３
ｆ

21―
１
４
４
８

　

健
康
づ
く
り
と
秩
父
の
再
発
見
の

た
め
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
！　

今
回
は
、「
秩
父
魅
力
探
し

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
と
題
し
て
、
埋
も
れ

た
秩
父
の
観
光
資
源
を
と
も
に
探
し
歩

き
ま
す
。
な
お
、
コ
ー
ス
は
当
日
発
表

し
ま
す
の
で
お
楽
し
み
に
！

��

�　

２
月
26
日
㈰
午
前
９
時
30
分

（
雨
天
中
止
）
西
武
秩
父
駅
前
集
合

歩
行
時
間
約
２
時
間
（
ア
ン
ケ
ー
ト
記

入
後
解
散
予
定
）

定�

員　

50
人

参
加
費　

５
０
０
円
（
保
険
料
ほ
か
。

入
館
料
は
含
み
ま
せ
ん
。）

申
込
�　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ち
ち
ぶ
ま
ち
づ
く
り

工
房
☎
23―

１
０
０
２

　

秩
父
地
方
を
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
宮

沢
賢
治
の
足
取
り
を
た
ど
り
な
が
ら
、

秩
父
地
域
の
博
物
館
・
美
術
館
な
ど
を

巡
り
ま
す
。

��

�　

３
月
18
日
㈯
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
３
時
30
分
（
雨
天
決
行
）

集�

合　

午
前
９
時
30
分
に
秩
父
鉄
道

影
森
駅
へ
集
合

�
�
�　

影
森
駅
↓
琴
平
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
↓
羊
山
公
園
・
や
ま
と
ー
あ
ー

と
み
ゅ
ー
じ
あ
む
・
武
甲
山
資
料
館
↓

西
武
秩
父
駅

※ 

雨
天
の
場
合
は
コ
ー
ス
が
変
更
さ
れ

ま
す
。

参
加
費　

１
０
０
円
（
保
険
料
）

定�

員　

50
人
（
先
着
順
）

申
込
�　

３
月
11
日
㈯
ま
で
に
、住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
往
復
は

が
き
、
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
左
記
へ
。

問
�
合
�
�　

自
然
史
博
物
館　

〒
３
６
９

―

１
３
０
５　

長
瀞
町
長
瀞
１
４
１
７

―

１　

☎
66―
０
４
０
７

Ｅ
メ
ー
ル

　

sizensi@
po.kum

agaya.or.jp

��

�　

３
月
19
日
㈰
午
前
11
時
〜

�
�
�　

浦
山
ダ
ム
資
料
館
１
階　

レ

イ
ク
レ
ス
ト
う
ら
ら
ぴ
あ
内

参
加
費　

小
学
生
未
満　
　

１
０
０
円

　
　
　
　

小
学
生　
　
　
　

３
０
０
円

　
　
　
　

中
学
生
以
上　
　

５
０
０
円

※ 

中
止
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
�
�
問
�
合
�
�

　

秩
父
浦
山
ダ
ム
振
興
セ
ン
タ
ー

　

☎
24―

３
３
３
３

　

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
的
な
技
術
を
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
？

��

�　

２
月
27
日
㈪
・
28
日
㈫
・
３

月
１
日
㈬
・
６
日
㈪
・
７
日
㈫
・
９
日

㈭
の
全
６
回
、
午
後
６
時
30
分
〜
９
時

�
�
�　

荒
川
公
民
館
生
涯
学
習
室

内�

容　

パ
ソ
コ
ン
技
術
講
習
初
級

（
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
基
礎
、ｗｏｒ
ｄ
、Ｅ

ｘｃｅ
ｌ
の
操
作
方
法
か
ら
応
用
ま
で
）

定�

員　

20
人

費�

用　

テ
キ
ス
ト
代
２
，
０
０
０
円

程
度

申
込
�　

２
月
20
日
㈪
ま
で
に
、
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

問
�
合
�
�　

荒
川
公
民
館

　

☎
54―

１
０
５
８

29
秩父市立保育所、児童館、星の子教室の敷地内禁煙にご協力をお願いします。

�
�
�
�
技
術
講
習
会

第
24
回

秩
父
歌
舞
伎
正
和
会

定
期
公
演

合
併�

秩
父
市
誕
生
記
念

春
�
呼
�
絵
手
紙
合
同
展

秩
父
札
所�

巡
礼
�
�
�
�

 

�
講
話
�
�

聞
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
散
策
小
径

�
�
�
�
�
�

�
平
成
版
宮
沢
賢
治
�

秩
父
旅
行
�

�
開
催
�
�
�

浦
山
�
�
資
料
館
�
�
�
�
�
�
�

 

桃
�
節
句
�

春
�
草
餅
�
�
体
験
会



　

ち
ち
ぶ
学
セ
ミ
ナ
ー
専
門
講
座
受
講

者
か
ら
一
年
間
の
研
究
成
果
を
発
表
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

��

�　

３
月
11
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

�
�
�　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

内�

容　

① 

秩
父
文
学
碑
探
訪
コ
ー
ス
と
秩
父
札

所
研
究
コ
ー
ス
の
受
講
者
に
よ
る
研

究
発
表

② 

文
学
碑
担
当
講
師
・
日
吉
盛
幸
先
生

（
大
東
文
化
大
学
文
学
部
教
授
）、
秩

父
札
所
担
当
講
師
・
千
嶋
壽
先
生（
秩

父
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員
会
委
員

長
）
に
よ
る
講
評

※ 

当
日
は
、
閉
講
式
も
あ
わ
せ
て
行
い

ま
す
。

対�

象　

一
般
成
人
（
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。）

定�

員　

２
０
０
人

参
加
費　

無
料

申
込
�　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

問
�
合
�
�　

歴
史
文
化
伝
承
館

　

☎
22―

０
４
２
０

　

市
で
は
、
協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
へ
の
ご
理
解
、
ご
参
加
を
い
た
だ
く

た
め
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
入
門
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

��

�　

２
月
28
日
㈫

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

�
�
�　

市
民
会
館
３
階
第
２
会
議
室

定�

員　

80
人

講�

師　

埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
推
進
課

職
員
お
よ
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
実
践
者

問
�
合
�
�　

市
民
生
活
課

　

☎
25―

５
２
０
０
（
直
通
）

��

�　

２
月
24
日
㈮

第
�
回　

午
後
１
時
30
分
〜

第
�
回　

午
後
６
時
〜

�
�
�　

市
民
会
館
３
階
第
２
会
議
室

対�

象

第
�
回　

管
理
監
督
者
、
経
営
者
お
よ

び
そ
の
家
族

第
�
回　

勤
労
者
お
よ
び
そ
の
家
族

費�

用　

無
料

講�

師　

日
本
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
会

申
込
�　

２
月
22
日
㈬
ま
で
に
工
業
振

興
課
（
☎
22―

３
４
２
８
）
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

摂
食
障
害
者
に
対
し
て
、
家
族
は
ど

の
よ
う
に
接
し
た
ら
い
い
の
か
、家
族
の
機

能
や
親
子
関
係
を
学
び
あ
い
、
回
復
に

つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

��

�　

２
月
21
日
㈫
・
３
月
７
日
㈫

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

�
�
�　

秩
父
保
健
所

対�

象　

摂
食
障
害
者
の
家
族

内�

容　

家
族
の
機
能
、
家
族
・
親
子

関
係
に
つ
い
て
の
ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー
と

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

講�

師　

臨
床
心
理
士
工
藤
剛
先
生

参
加
費　

無
料

申
込
�　

２
月
20
日
㈪
ま
で
に
、
左
記

ま
で
お
申
し
込
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

秩
父
保
健
所
保
健
予
防
推
進

担
当
☎
22―

３
８
２
４

　

ひ
き
こ
も
る
家
族
へ
の
接
し
方
に
つ

い
て
、
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

な
が
ら
、
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

��

�　

３
月
16
日
㈭
午
後
２
時
〜
４
時

�
�
�　

秩
父
保
健
所

対�

象　

ひ
き
こ
も
り
の
家
族
を
持
つ
方

内�

容　

家
族
の
接
し
方
に
つ
い
て

講�

師　

臨
床
心
理
士

参
加
費　

無
料

申
込
�
�
問
�
合
�
�　

秩
父
保
健
所

保
健
予
防
推
進
担
当
☎
22―

３
８
２
４

��

�　

２
月
22
日
㈬
午
後
２
時
〜
４

時
30
分
（
開
場
は
午
後
１
時
30
分
）

�
�
�　

福
祉
女
性
会
館

対�

象　

精
神
障
が
い
者
お
よ
び
そ
の

家
族
、
当
事
者
活
動
に
関
心
の
あ
る
方

内�

容　

精
神
障
が
い
者
に
よ
る
ピ
ア

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
活
動
の
体
験
発
表
お

よ
び
交
流
会

参
加
費　

無
料

定�

員　

１
３
０
人

申
込
�　

不
要

問
�
合
�
�　

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
地

域
支
援
担
当
☎
０
４
８―

７
２
３―

１

１
１
１
内
線
２
３
１

炎
症
性
腸
疾
患
栄
養
講
演
会
�
交
流
会

�
楽
�
�
食
�
�
�
�
�
�
�
�

��

�　

３
月
４
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

対�

象　

潰
瘍
性
大
腸
炎
・
ク
ロ
ー
ン

病
患
者
お
よ
び
そ
の
家
族

講�

師　

社
会
保
険
中
央
総
合
病
院
栄

養
指
導
専
門
員　

斎
藤
恵
子 

氏

申
込
締
切　

２
月
28
日
㈫

�
�
�
�
�
�
病
�
�
�
�
講
演
会
�

交
流
会
�
転
倒
予
防
�
�
�
�
�
�
学

�
�
�

��

�　

３
月
15
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

対�

象　

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
お
よ

び
そ
の
家
族

講�

師　

小
鹿
野
中
央
病
院
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
技
師
長　

相
馬　

誠 

氏

申
込
締
切　

３
月
10
日
㈮

※ 

会
場
は
、
ど
ち
ら
も
秩
父
福
祉
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー
・
秩
父
保
健
所
大
会

議
室
で
す
。

申
込
�
�
問
�
合
�
�　

秩
父
保
健
所

保
健
予
防
推
進
担
当　

川
田
・
浅
見

　

☎
22―

３
８
２
４

秩父市メールマガジン「秩父市ふるさとメール」配信中！
購読登録は、秩父市ホームページからどうぞ 30

�
�
�
�
�
�
�
講
座

�
�
�
�
心
�
健
康
�
考
�
�
�

�
�
�
学
�
�
�
�

研
究
発
表
会

�
�
�
入
門
講
座
�

開
催
�
�
�

摂
食
障
害
�
拒
食
症
�
過
食
症
�

家
族
教
室

�
�
�
�
�
家
族
教
室

�
�
�
�
�
�
�
講
座

精
神
障
�
�
者
�
�
�
学
習
会

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
in
秩
父

秩
父
保
健
所

難
病
講
演
会
�
交
流
会



秩父市ホームページ　http://www.city.chichibu.lg.jp

��

�　

２
月
24
日
㈮

　
　
　
　

午
後
２
時
開
演

�
�
�　

地
場
産
セ
ン
タ
ー
４
階
大

ホ
ー
ル

講�

師　

小
竹
食
品
小
竹
佳
代
子
氏
、

ア
イ
・
リ
ン
ク
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　

　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤
忠
宏
氏

対�

象　

一
般
（
入
場
無
料
）

問
�
合
�
�　

地
場
産
セ
ン
タ
ー

　

☎
25―

０
０
８
８

　

秩
父
郡
市
の
公
民
館
で
活
動
し
て
い

る
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
14
団
体
に
よ
る

発
表
会
を
行
い
ま
す
。

　

秩
父
市
か
ら
は
、
中
央
・
尾
田
蒔
・

原
谷
・
影
森
・
吉
田
・
大
滝
・
荒
川
公

民
館
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
が
出
演
し

ま
す
。

��

�　

２
月
19
日
㈰
正
午
開
場
、
午

後
0
時
30
分
開
演

�
�
�　

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
音
楽
堂

入
場
料　

無
料

問
�
合
�
�　

中
央
公
民
館

　

☎
22―

０
４
２
０

��

�　

３
月
５
日
㈰
午
前
11
時
30
分

開
場
、
正
午
開
演

�
�
�　

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
音
楽
堂

入
場
料　

１
，
５
０
０
円
（
前
売
り
）

　
　
　
　

２
，
０
０
０
円
（
当
日
）

�
�
�
�　

矢
尾
百
貨
店
、
彩
の
国
ふ
る

さ
と
秩
父
観
光
情
報
館
、
ホ
ン
キ
ー
ト

ン
ク

問
�
合
�
�

　

㈱
秩
父
開
発
機
構

　

☎
23―

１
０
０
２

　

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
音
楽
堂

　

☎
25―

１
０
０
０

��

�　

３
月
19
日
㈰
午
後
２
時
開
場
、

２
時
30
分
開
演

�
�
�　

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
音
楽
堂

入
場
料　

大
人
３
，
０
０
０
円
、
小
中

学
生
２
，
０
０
０
円
、
親
子
券
４
，
０

０
０
円

演
奏
曲
目　

女
声
・
少
年
少
女
の
た
め
の

合
唱
組
曲
「
さ
る
」「
砂
山
変
奏
曲
」「
美

女
と
野
獣
の
テ
ー
マ
」「Y

EST
ERDAY

」

「
島
唄
」
ほ
か

�
�
�
�
�
問
�
合
�
�

　

ち
ち
ぶ
び
い
ど
ろ
美
術
館
☎
22―
３

５
０
１
、

��

�　

３
月
12
日
㈰
午
後
１
時
30
分

開
場
、
２
時
開
演

�
�
�　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

内�

容　

第
１
部
：
デ
ィ
ズ
ニ
ー
名
曲

集
、
第
２
部
：
混
声
合
唱
の
た
め
の
カ

ン
タ
ー
タ
「
土
の
歌
」（
指
揮
：
浅
見

和
弘
、
ピ
ア
ノ
：
浅
見
雅
美
）

問
�
合
�
�　

井
上
☎
23―

４
８
３
９

�
�
�

　

市
民
会
館

ホ
ー
ル

入
場
料

　

前
売
券
大

人
１
，
０
０

０
円
、
高
校
生
以
下
８
０
０
円
（
当
日

券
大
人
１
，
２
０
０
円
、
高
校
生
以
下

１
，
０
０
０
円
）

�
�
�
�　

チ
ケ
ッ
ト
Ｙ
Ａ
Ｏ

問
�
合
�
�　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
シ
ア
タ
ー

・
エ
フ
事
務
局

　

☎
０
４
８―

５
５
１―

４
５
９
２

��

�　

３
月
４
日
㈯
、
５
日
㈰

�
�
�　

パ
ル
コ
ー
ル
嬬
恋
ス
キ
ー
場

（
群
馬
県
）

指
導
者　

全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
公
認
指

導
員
お
よ
び
文
部
科
学
大
臣
認
定
地
域

体
育
指
導
者
（
Ａ
・
Ｂ
級
）

参
加
費　

大
人
１
６
，
０
０
０
円
、
子

ど
も
１
４
，
０
０
０
円
（
バ
ス
代
・
宿

泊
料
・
夕
朝
食
付
・
保
険
含
む
・
５
日

は
子
ど
も
リ
フ
ト
無
料
）

定�

員　

80
人
（
初
め
て
の
子
ど
も
も

可
）

　

初
心
者
で
も
参
加
で
き
る
リ
ー
ゼ
ン

ス
ラ
ロ
ー
ム
大
会
で
す
。

��

�　

３
月
４
日
㈯
午
後
か
ら

�
�
�　

パ
ル
コ
ー
ル
嬬
恋
ス
キ
ー
場

（
現
地
集
合
）

参
加
費　

２
，
０
０
０
円

申
込
�　

教
室
・
大
会
と
も

　
��

�　

３
月
19
日
㈰

�
�
�　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

試
合
方
法　

９
人
制
・
町
会
対
抗
（
町
会

連
合
可
）

�
�
�
構
成　

中
学
生
以
上
29
歳
ま
で
の
男

子
２
人
以
内
、
30
歳
代
男
子
２
人
以
内
。

ほ
か
は
、
中
学
３
年
生
以
上
の
女
子
ま

た
は
40
歳
以
上
の
男
子
。

参
加
費　

１
チ
ー
ム
２
，
０
０
０
円

申
込
�　

２
月
28
日
㈫
ま
で
に
、

※ 

参
加
申
込
み
、
選
手
登
録
用
紙
、
代

表
者
会
議
等
に
つ
い
て
は
、
右
記
へ

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

31

�
�
�
�
�
�
�
�
�

商
売
繁
盛
�
講
演
会

秩
父
郡
市
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�06

�
�
�
��

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

��
�
�
��

秩
父
少
年
少
女
合
唱
団
�

二
期
会
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

秩
父
�
第
九
�
歌
�
会
主
催

土
�
歌
�
�
�
�
�

第
�
回�

秩
父
映
画
会

３/18㈯ ３/19㈰

11:00
～

ALWAYS
三丁目の夕日 蝉しぐれ

14:30
～ 蝉しぐれ ALWAYS

三丁目の夕日

18:00
～

ALWAYS
三丁目の夕日

親
子
�
�
�
教
室

市
民
�
�
�
大
会

第
19
回
市
民
親
善

�
�
�
�
�
�
大
会



��

�　

３
月
12
日
㈰
午
前
９
時
開
会

�
�
�　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

種�

目　

ダ
ブ
ル
ス
個
人
戦

Ａ
ク
ラ
ス
： 
一
般
男
子
、一
般
女
子（
年

齢
制
限
無
）

Ｂ
ク
ラ
ス
：
35
歳
以
上
の
男
子
、
女
子

Ｃ
ク
ラ
ス
：
50
歳
以
上
の
男
子
、
女
子

　

な
お
、
混
合
で
の
申
込
み
は
、
い
ず

れ
も
男
子
の
組
と
し
ま
す
。

参
加
資
格　

秩
父
市
在
住
、
在
勤
（
高
校

生
可
）
お
よ
び
連
盟
登
録
者

参
加
費　

１
ペ
ア
２
，
０
０
０
円

申
込
�　

２
月
26
日
㈰
午
後
５
時
ま
で

に
左
記
へ
。（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

　

秩
父
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
事
務
局

　　
※ 

申
込
用
紙
は
、
事
務
局
か
文
化
体
育

セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

　

乳
幼
児
（
主
に
０
歳
か
ら
３
歳
児
）

が
、
親
子
で
楽
し
く
遊
べ
る
広
場
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

通
常
開
催
日　

毎
週
火
、
木
、
土
曜
日

※ 

２
月
18
日
㈯
は
お
休
み
し
、
振
替
日

と
し
て
20
日
㈪
に
開
催
し
ま
す
。

開
催
時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

30
分

�
�
�
�

● 

土
曜
日
（
18
日
を
除
く
）
の
午
後
に

２
月
11
日

医師会休日診療所
あらいクリニック
秩 父 市 立 病 院
鬼 石 病 院

（内・小）
（内・小）

熊木町
本 町
桜木町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎25－2711
☎23－0611
☎52－3121

２
月
12
日

医師会休日診療所
大 谷 津 医 院
小鹿野中央病院
光 病 院

（内・小）
（内・小）

熊木町
阿保町
小鹿野町
藤岡市本郷

☎23－8561
☎22－6329
☎75－2332
☎24－1234

２
月
19
日

医師会休日診療所
水 野 医 院
秩 父 第 一 病 院
鬼 石 病 院

（内・小）
（内）

熊木町
山 田
中村町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎22－3315
☎25－0311
☎52－3121

２
月
26
日

医師会休日診療所
秩 父 生 協 病 院
秩 父 市 立 病 院
高 橋 医 院

（内・小）
（内・小）

（内・小）

熊木町
阿保町
桜木町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎23－1300
☎23－0611
☎52－2253

３
月
５
日

医師会休日診療所
清 水 病 院
健 生 堂 医 院
鬼 石 病 院

（内・小）
（外・内・消）

熊木町
皆野町
東 町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎62－0067
☎22－0270
☎52－3121

３
月
12
日

医師会休日診療所
関 口 医 院
秩 父 病 院
鬼 石 病 院

（内・小）
（産・婦・内・小）

熊木町
上宮地町
宮側町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎23－1555
☎22－3022
☎52－3121

※医師会休日診療所の診療時間は、午前10時から午後５時までです。
※休日診療所以外の診療時間は、午前９時から午後６時までです。
　その後はお電話ください。（藤岡市を除く）
※秩父郡市医師会（http://www.chichibu.ne.jp/̃ishikai）または、
　藤岡多野医師会（http://fujiokatano.gunma.med.or.jp/index.html）
　のホームページで確認できます。

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
い
ま
す
。

０
、
１
歳
の
お
子
さ
ん
と
お
母
さ
ん

お
父
さ
ん
を
対
象
に
、
親
子
の
ス
キ

ン
シ
ッ
プ
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
興
味
の
あ
る
方

は
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

● 

２
月
14
日
㈫
に
育
児
講
座
を
開
催
し

ま
す
。
時
間
は
、
午
前
10
時
30
分
か

ら
正
午
で
す
。

● 

２
月
23
日
㈭
に
個
別
育
児
相
談
を
開

催
し
ま
す
。
時
間
は
、
午
前
10
時
か

ら
午
後
２
時
で
す
。
予
約
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
日
ご
ろ
の
悩
み
や
迷
っ

て
い
る
こ
と
を
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

会�

場　

秩
父
幼
稚
園
ホ
ー
ル
（
秩
父

幼
稚
園
へ
は
、
慈
眼
寺
境
内
側
の
入
り

口
よ
り
お
入
り
く
だ
さ
い
。）

参
加
費　

無
料

＊ 

こ
の
事
業
は
秩
父
市
が
「
特
定
非
営

利
活
動
法
人
秩
父
こ
み
に
て
い
」
へ

委
託
し
て
実
施
し
ま
す
。

問
�
合
�
�　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
秩
父

こ
み
に
て
い
事
務
局

　

☎
22―

７
８
６
６

里
山
�
�
�
�
�
�
�
�

　

寺
沢
渓
谷
遊
歩
道
を
歩
い
て
、
早
春

の
可
憐
な
小
さ
い
花
に
会
い
に
行
き
ま

し
ょ
う
。

��

�　

３
月
12
日
㈰

　
　
　
　

午
前
11
時
〜
正
午

�
�
�　

あ
ら
か
わ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
周
辺
遊
歩
道

対�

象　

一
般

定�

員　

15
人

参
加
費　

１
０
０
円

申
込
�　

前
日
ま
で
に
電
話
で
申
込
み
。

当
日
窓
口
で
の
申
込
み
も
可
能
。

�
月
�
室
内
�
�
�
�
�
�
�

　

・
ピ
ー
ス
フ
ル
あ
ー
と

　

・
あ
ら
か
わ
流
華
道
教
室

��

�　

３
月
１
日
㈬
〜
31
日
㈮
、
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
の
間
い
つ
で
も

�
�
�　

あ
ら
か
わ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

対�

象　

一
般

定�

員　

特
に
な
し

参
加
費　

材
料
費
実
費
（
50
円
）

申
込
�　

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
窓
口

に
て
随
時
受
付

問
�
合
�
�　

あ
ら
か
わ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　

☎
54―

２
０
１
４

��

�　

３
月
11
日
㈯

集�

合　

午
前
９
時
10
分
に
秩
父
演
習

林
事
務
所
（
日
野
田
町
）
に
集
合

内�

容　

冬
芽
の
観
察
＆
ス
ケ
ッ
チ

定�

員　

10
人
（
抽
選
）

参
加
費　

１
，
０
０
０
円

申
込
�　

２
月
26
日
㈰
必
着
で
、
往
復

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号
・
公
開
講
座
名
（
冬
の
森
林

観
察
）
を
明
記
し
て
東
京
大
学
秩
父
演

習
林
（
〒
３
６
８―

０
０
３
４　

秩
父

市
日
野
田
町
１―

１―

49　

☎
22―

０

２
７
２
）
へ
。

32
平日夜間小児１次（初期）救急案内（☎25－2099）　診療時間（午後７時30分～10時）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

里
山
�
�
�
�
�
�
�
�
�

室
内
�
�
�
�
�
�
�

市
長
杯
争
奪

�
 

�
�
�
�
�
�
大
会

親
子
�
遊
�
�
�
�
�
広
場

集
�
�
乳
幼
児
�

東
京
大
学
秩
父
演
習
林
公
開
講
座

冬
�
森
林
観
察

�
春
�
待
�
樹
木
�
�
�



２月の納税
固定資産税　　　第４期
国民健康保険税　第８期

２月 保健センター
カレンダー３月
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日 月 火 水 木 金 土
２/10
●転倒予防教室
　（荒川）
●出前料理教室
　（荒川）

11

12
● 両親学級妊娠後
期①（秩父）

13
● 三種混合予防接
種（秩父）

14
●言語リハビリ教
室（秩父）

15
●10か月児健診
　（秩父）
●機能訓練会
　（大滝）

16
●４か月児健診
　（秩父）

17
●両親学級妊娠後
期②（秩父）
●乳児健診・ＢＣＧ
予防接種
　（吉田）

18

19 20
●こころの健康相
談（秩父）
●親子ふれあい教
室（吉田）
●肥満予防教室
　（荒川）

21
●言語リハビリ教
室（吉田）
●健康相談（荒川）

22
●１歳６か月児・
３歳児健診
　（荒川）

23
●ことばの相談
　（吉田）
●親子ふれあい教
室（荒川）

24
●ストレス解消法
教室（秩父）

25

26
●歯みがき教室
　（秩父）

27
●言語リハビリ教
室（荒川）

28
●１歳６か月児健
診（秩父）

３/１
●育児相談（吉田）
●機能訓練会
　（大滝）
●地区健康相談
　渓流荘（秩父）

２
●育児相談（秩父）

３
●両親学級妊娠前
期①（秩父）
●血液サラサラ教
室①（秩父）

４

５ ６
●三種混合予防接
種（秩父）
●育児相談（荒川）

７
●血液サラサラ教
室②（秩父）
●健康相談・育児
相談（大滝）

８
●両親学級妊娠前
期②（秩父）
●よしだ元気塾
　（吉田）

９
●３歳児健診
　（秩父）
●健康相談（吉田）
●親子ふれあい教
室（荒川）

10
●転倒予防教室
　（荒川）
●地区健康相談
　大田公民館
　（秩父）

11

12 13
●地区健康相談
　尾田蒔公民館
　（秩父）

14
●言語リハビリ教
室（秩父）
●親子ふれあい教
室（大滝）

15
●10か月児健診
　（秩父）
●機能訓練会
　（大滝）

16
●４か月児健診
　（秩父）

17
●ＢＣＧ予防接種
　（秩父）
●１歳６か月児・
　３歳児健診
　（吉田）

18

19 20
●親子ふれあい教
室（吉田）
●言語リハビリ教
室（吉田）

21 22 23
●１歳６か月児健
診（秩父）
●ことばの相談（吉田）

24 25

※詳細については、今月号22・23ページおよび１月号の「保健センターからのお知らせ」をご覧ください。

建国記念の日

春分の日
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2006年
２
月
号 　昨年12月４日、所沢市民体育館で行われた

第17回埼玉県インディアカ大会シニア男女混
合の部（ミドル）において、秩父市のチーム
「とんぼ」が優勝し、その報告に市長を訪れ
ました。
　チームを結成して１年でしたが、決勝では
この部で４連覇中の岩槻のチームに競り勝っ
ての初優勝となりました。
　同チームは、６月の全国大会、９月の関東
大会にも出場する予定で活躍が期待されます。

人命救助で秩父警察署長から
感謝状

　１月６日に吉田保育所で、10日に吉田幼稚
園で餅つきが行われました。
　これは、秩父市吉田地区民生委員・児童委
員協議会の皆さんが、子どもたちに昔ながら
の餅つきを体験してもらおうと、毎年ボラン
ティアで行っているものです。
　杵が振り上げられるたびに目を輝かせる子
どもたちを前に、会長の関 憲治さんは「こ
こで見た餅つきの光景が心に残って、大きく
なってからも思い出してくれるとうれしいで
すね。」と話してくれました。

　昨年12月23日、荒川総合支所３階多目的
ホール熊倉で、合併秩父市誕生記念「紙芝居
＆映画会・70'Sフォークコンサート」が行わ
れました。第１部は「おはなしサークルくれ
よん」のみなさんによる紙芝居や映画が上映
され、80人の親子が楽しみました。第２部では、
出演者の飯塚要子さんらと会場が一緒になっ
て1970年代のフォークソングを熱唱し、70人
の参加者はいろいろな思い出がよみがえった
すてきなひとときとなりました。

昔ながらの餅つきを
　　　　子どもたちに…

多目的ホールに生まれ変わった
旧荒川村役場議場

インディアカ県大会で初優勝

◆ まちのわだいをお寄せください ◆
　皆さんの身近にあるまちのわだいを、お気軽
にご連絡ください。
　連絡先　企画広報課 ☎22－2202（直通）
 ☎22－2211内線1208

　昨年12月14日、秩父市消防団大滝本部特設
分団は人命救助で秩父警察署長から感謝状を
受けました。
　これは、行方不明になった高齢者を、積極
的な捜索活動を行い救助したことに対して贈
られたものです。
　秩父警察署で行われた感謝状贈呈式では、
特設分団員を代表して分団長が感謝状を受け
取りました。


	

